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家
族
と
の
連
絡

手
段
は
だ
い
ぶ
様

変
わ
り
し
た
。
昨

年
生
ま
れ
た
孫
の

画
像
は
専
用
ア
プ

リ
で
皆
が
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
家

族
専
用
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
に

は
出
張
で
ペ
ル
ー
滞
在
の
次
女

が
南
米
の
観
光
地
の
画
像
を
投

稿
す
る
。
ま
た
我
が
家
の
ペ
ッ

ト
の
様
子
を
見
た
い
と
連
絡
が

く
れ
ば
、
自
宅
で
遊
ぶ
動
画
が

投
稿
さ
れ
る
。
必
要
な
書
類
の

や
り
取
り
も
多
く
は
画
像
投
稿

で
行
わ
れ
る
。
遠
隔
地
の
家
族

と
直
接
話
す
必
要
が
あ
れ
ば
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
電
話
を
使
用
す
る
。
こ

れ
ら
が
全
て
無
料
で
使
え
る
の

は
有
難
い
▼
一
方
、
協
会
の
連

絡
手
段
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
、

主
に
電
話
・
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

あ
る
。
私
は
共
済
普
及
に
も
携

わ
る
が
、
登
録
の
連
絡
先
は
住

所
だ
け
で
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は

繋
が
ら
ず
、
共
済
関
連
の
重
要

連
絡
も
郵
便
だ
け
と
い
う
会
員

も
少
数
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
は
登
録
済
の
約
５
千
人

に
送
れ
ば
１
回
２
・
７
万
円
、

ま
た
ハ
ガ
キ
１
枚
で
８５
円
×
約

６
千
５
０
０
人
の
費
用
が
か
か

っ
て
い
る
。
協
会
運
営
諸
費
用

が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
鑑

み
れ
ば
、
こ
れ
ら
通
信
費
の
削

減
は
重
要
で
あ
る
。
メ
ー
ル
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
協
会
と
の
主
な
連
絡

手
段
に
で
き
れ
ば
、
通
信
費
削

減
に
加
え
て
紙
資
源
の
節
約
に

も
繋
が
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
方

法
の
確
立
の
た
め
に
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
留
意
し
た
会
員
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｉ

Ｄ
管
理
の
初
期
投
資
は
必
要
だ

が
、
得
ら
れ
る
も
の
は
大
き
い
。

保
団
連
で
も
関
連
し
た
討
議
が

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
ぜ
ひ
会

員
か
ら
も
通
信
に
関
わ
る
声
を

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。（

関
）

園田栄太郎
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改
定
前
よ
り
状
況
悪
化

期
中
改
定
の
求
め
相
次
ぐ

物
価
・
賃
金
上
昇
で
医
院
経
営
逼
迫

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

「
患
者
へ
の
不
利
益
大
」

３
・
１２
国
会
行
動高

額
療
養
費〝
見
直
し
〟

「
改
め
て
撤
回
求
め
る
」

青
柳
陽
一
郎
議
員

　

青
柳
議
員
（
衆
・
立
憲
）
は

「
高
額
療
養
費
自
己
負
担
引
上

げ
凍
結
法
案
」
を
党
と
し
て
提

出
す
る
な
ど
凍
結
・
撤
回
を
訴

え
て
き
た
と
し
、
二
転
三
転
し

た
首
相
方
針
を
非
難
。
引
き
続

き
〝
見
直
し
〟
そ
の
も
の
の
撤

回
を
求
め
る
考
え
を
示
し
た
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

除
外
問
題
に
つ
い
て
は
田
辺
理

事
長
よ
り
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
は

製
薬
企
業
の
広
告
宣
伝
費
等
も

価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
た

め
患
者
負
担
が
大
き
い
と
し
、

医
師
の
診
断
を
経
な
い
服
用

は
、
疾
患
に
よ
っ
て
は
重
症
化

を
招
く
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

医
師
の
目
が
届
か
な
い

〝

自
己
判
断
治
療
〟
は

危
険

阿
部
知
子
議
員

　

医
師
で
も
あ
る
阿
部
議
員

（
衆
・
立
憲
）は
、Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
適
用
除
外
が
進
め
ば
薬

の
副
作
用
等
を
医
師
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ず
、
患
者
の
重
症
化
を

招
き
か
ね
な
い
と
懸
念
を
示
し

た
。
長
期
収
載
品
の
差
額
徴
収

に
関
し
、
田
辺
理
事
長
は
点
眼

薬
を
例
に
挙
げ
、「
先
発
医
薬

品
と
後
発
医
薬
品
で
は
効
き
目

や
使
い
心
地
が
明
確
に
異
な
る

も
の
が
あ
る
」
と
し
て
阿
部
議

員
も
聞
き
入
っ
た
。
従
来
の
健

康
保
険
証
の
発
行
継
続
に
つ
い

て
は
、「
患
者
か
ら〝
使
い
づ
ら

い
〟と
い
う
声
が
止
ま
な
い
」
と

現
場
の
声
を
紹
介
。
資
格
確
認

書
は
原
則
申
請
制
の
た
め
、
い

ず
れ
プ
ッ
シ
ュ
型
で
は
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

既
に
シ
ェ
ア
８
割
超

「
後
発
へ
の
無
理
な

置
き
換
え
効
果
な
し
」

深
作
ヘ
ス
ス
議
員

　

深
作
議
員
（
衆
・
国
民
）
は
、

高
額
療
養
費
制
度
〝
見
直
し
〟

の
凍
結
を
一
定
評
価
。「
世
代

間
の
公
平
性
を
考
慮
し
、
保
険

料
負
担
を
検
討
す
る
こ
と
自
体

は
否
定
し
な
い
が
、
物
価
高
騰

で
国
民
が
苦
し
む
中
、
な
ぜ
今

な
の
か
」
と
疑
問
視
し
た
。

　

田
辺
理
事
長
か
ら
は
長
期
収

載
品
の
差
額
徴
収
に
つ
い
て
、

計
算
方
法
に
よ
り
薬
価
の
１０
割

超
の
患
者
負
担
が
発
生
し
て
い

る
実
態
が
あ
る
と
紹
介
。
藤
田

理
事
も
薬
剤
量
ベ
ー
ス
で
は
す

で
に
８
割
超
が
後
発
医
薬
品
に

置
き
換
わ
っ
て
お
り
、
差
額
徴

収
を
行
っ
て
も
医
療
費
削
減
効

果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と

指
摘
し
理
解
を
求
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
山
崎
誠
議
員
（
衆
・

立
憲
）
秘
書
か
ら
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
外
し
に
つ
い

て
、「〝
保
険
料
が
安
く
な
る
〟

と
い
う
わ
か
り
や
す
い
フ
レ
ー

ズ
に
世
論
が
引
っ
張
ら
れ
、
一

気
呵
成
に
や
ら
れ
て
し
ま
わ
な

い
か
。
医
療
者
の
視
点
か
ら
、

患
者
の
不
利
益
に
つ
い
て
積
極

的
に
発
信
を
」
と
要
望
が
出
さ

れ
た
。
西
岡
義
高
議
員
（
衆
・

国
民
）
秘
書
と
の
懇
談
で
は
、

協
会
よ
り
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
と

さ
れ
る
医
薬
品
は
そ
の
副
作
用

や
投
与
量
等
を
考
慮
し
、
本
来

医
師
の
診
断
を
経
て
処
方
さ
れ

る
も
の
で
、
安
易
な
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

は
危
険
と
強
調
し
た
。

※
Ｏ
Ｔ
Ｃ
…O

ver T
he Counter

の
略
。
薬
を
対
面
販
売
す
る

こ
と
を
意
味
し
、
処
方
箋
な

し
で
も
調
剤
薬
局
な
ど
で
、

登
録
販
売
者
や
薬
剤
師
な
ど

か
ら
適
切
な
情
報
提
供
を
受

け
、
本
人
が
自
己
責
任
・
自

己
判
断
で
購
入
す
る
薬
。

　

物
価
・
賃
金
の
上
昇
で
医
療

機
関
の
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
医
療
界
の
危
機
感
は
強

く
、
国
会
議
員
か
ら
も
早
急
な

対
応
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　

保
団
連
は
３
月
１１
日
、
物
価

高
騰
の
影
響
に
関
す
る
調
査
結

果
を
発
表
。
回
答
し
た
医
療
機

関
の
６５
・
６
％
が
診
療
報
酬
改

定
前
の
昨
年
１
月
よ
り
「
収
入

が
下
が
っ
た
」
と
し
、
９１
・
９

％
が
診
療
報
酬
改
定
で
光
熱
費

等
の
経
費
を
「
補
填
で
き
て
い

な
い
」
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

森
元
副
会
長
は
「
と
に
か
く
診

療
報
酬
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
い

う
回
答
が
多
か
っ
た
」
と
し
、

診
療
報
酬
の
期
中
改
定
を
強
く

求
め
た
。

　

翌
１２
日
に
は
日
医
と
日
本
病

院
会
な
ど
病
院
関
係
６
団
体
が

合
同
会
見
を
開
き
、
２
０
２
６

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た

合
同
声
明
を
発
表
。
病
院
を
は

じ
め
と
し
た
医
療
機
関
の
経
営

状
況
は
著
し
く
逼
迫
し
て
い
る

と
し
、
補
助
金
で
の
機
動
的
対

応
だ
け
で
な
く
期
中
改
定
も
必

要
と
指
摘
。
そ
の
上
で
２６
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
▽

「
高
齢
化
の
伸
び
の
範
囲
内
に

抑
制
す
る
」
と
い
う
社
会
保
障

予
算
の
目
安
対
応
の
廃
止
、
▽

賃
金
・
物
価
の
上
昇
に
応
じ
て

適
切
に
対
応
す
る
新
た
な
仕
組

み
の
導
入
―
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
公
表
さ
れ
た

病
院
経
営
の
緊
急
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
２４
年
度
診
療
報
酬
改

定
後
、
病
床
利
用
率
は
上
昇
し

て
い
る
の
に
、
医
業
利
益
率
や

経
常
利
益
率
は
悪
化
傾
向
に
あ

る
。
２４
年
に
医
業
利
益
が
赤
字

だ
っ
た
病
院
割
合
は
６９
％
で
、

前
年
よ
り
増
加
し
て
い
た
。
日

医
の
松
本
会
長
は
「
本
当
に
異

常
事
態
だ
」
と
し
、
今
夏
の
骨

太
方
針
と
り
ま
と
め
へ
声
を
上

げ
て
い
く
と
し
た
。

一
番
不
足
は
事
務
員

　

３
月
１４
日
に
は
全
国
公
私
病

院
連
盟
が
理
事
会
後
に
記
者
会

見
を
開
き
、
病
院
の
経
営
危
機

を
訴
え
た
。
日
本
私
立
病
院
協

会
の
中
村
哲
也
会
長
は
、
賃
上

げ
基
調
で
医
療
現
場
で
一
番
不

足
す
る
の
は
〝
事
務
員
〟
と
言

及
。
医
療
技
術
職
は
医
療
施
設

等
で
仕
事
場
を
探
す
が
事
務
員

は
そ
う
で
は
な
く
、
ま
た
、
人

材
派
遣
会
社
か
ら
〝
通
常
よ
り

低
い
賃
上
げ
率
で
決
着
し
た
〟

と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
で
も
大

変
と
発
言
。
職
員
は
家
族
の
た

め
に
給
料
の
良
い
と
こ
ろ
へ
行

か
ざ
る
を
得
ず
、
２０
年
働
い
た

職
員
か
ら
辞
職
の
申
し
出
が
あ

っ
た
と
し
た
。
全
部
の
職
種
の

給
料
を
上
げ
る
診
療
報
酬
増
し

か
な
い
と
訴
え
た
。

　

翌
日
の
参
院
厚
労
委
員
会
で

は
、
倉
林
明
子
議
員
（
共
産
）

が
声
明
に
言
及
し
緊
急
財
政
支

援
や
期
中
改
定
な
ど
を
求
め

た
。
福
岡
厚
労
相
は
病
院
経
営

の
厳
し
さ
に
つ
い
て
「
お
声
は

承
っ
て
い
る
」
と
し
、
対
応
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る

旨
を
述
べ
た
。
倉
林
議
員
は
早

急
な
対
応
を
求
め
た
。

　

３
月
２４
日
に
は
自
見
は
な
こ

議
員
（
自
民
）
が
参
院
厚
労
委

員
会
で
、
診
療
報
酬
等
に
つ
い

て
物
価
・
賃
金
の
上
昇
に
応
じ

て
ス
ラ
イ
ド
す
る
仕
組
み
の
導

入
を
提
案
。「
秋
ま
で
に
倒
れ

る
病
院
が
出
て
き
て
し
ま
う
く

ら
い
の
切
迫
感
」
と
し
、
夏
の

期
中
改
定
も
視
野
に
入
れ
る
よ

う
訴
え
た
。
し
か
し
、
鹿
沼
保

険
局
長
は
補
正
予
算
等
の
効
果

を
把
握
し
た
上
で
必
要
な
対
応

を
検
討
し
た
い
と
答
弁
。
自
見

議
員
は
、
補
正
予
算
は
決
定
か

ら
医
療
機
関
の
手
元
に
届
く
ま

で
半
年
以
上
か
か
る
と
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。
ま
た
、
社
会
保

障
費
の
今
後
の
あ
り
方
は
〝
高

齢
化
の
伸
び
に
抑
え
る
目
安
対

応
〟に
縛
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

物
価
・
賃
金
上
昇
を
含
め
た
新

た
な
財
政
フ
レ
ー
ム
を
閣
議
決

定
す
べ
き
と
主
張
。
経
済
・
物

価
動
向
に
〝
配
慮
〟
と
い
っ
た

言
葉
で
は
な
く
、〝
新
た
な
財

政
フ
レ
ー
ム
に
見
直
す
〟
と
骨

太
方
針
に
明
記
し
な
け
れ
ば
、

国
民
医
療
が
守
れ
な
い
局
面
に

あ
る
と
強
調
し
た
。

　

な
お
、
福
岡
厚
労
相
は
３
月

２５
日
の
会
見
で
医
療
機
関
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
「
大
変
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
」
と

の
認
識
を
示
し
た
。
必
要
な
対

応
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
資

金
繰
り
支
援
へ
福
祉
医
療
機
構

の
融
資
特
例
な
ど
の
対
策
を
進

め
る
と
し
た
。

深作議員青柳議員 阿部議員

　昨年の診療報酬改定は従来の4月ではなく、6月からの実施と

なりました。対応に時間的な余裕ができるかと思いきや、算定

要件が複雑化し、その後も要件の変更が繰り返されています。

先生や受付事務の皆さんのご苦労をお察しします。

　協会では日々の診療報酬請求についての疑問にお答えすべく、

会員からの電話相談も受け付けています。通常は月に2,800件ほ

どですが、昨年の4月以降はしばらく5,000件を超えるご相談をいただきました。医業

承継や経営に関する相談も承っており、先生方に寄り添った対応を心がけています。

　未入会の先生方は是非ご入会いただき、これらの事業をご利用いただきたいと思い

ます。

 神奈川県保険医協会　理事長　田辺　由紀夫

入会のお誘い

　

協
会
は
３
月
１２
日
、
国
会
行
動
を
実
施
。
協
会
か
ら
田
辺
理
事
長
、
湯
浅

副
理
事
長
、
藤
田
・
濱
名
両
理
事
が
赴
い
た
。
こ
の
日
は
、
２
月
２０
日
に
日

本
維
新
の
会
が
示
し
た
「
社
会
保
険
料
を
下
げ
る
改
革
案
（
た
た
き
台
）」

を
も
と
に
、
自
公
維
で
施
策
検
討
の
協
議
体
が
設
置
さ
れ
た
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
※

類

似
薬
の
保
険
適
用
除
外
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
主
に
訴
え
た
ほ
か
、
高
額
療

養
費
制
度
の
〝
見
直
し
〟
の
白
紙
撤
回
、
長
期
収
載
品
の
差
額
徴
収
の
凍
結

等
に
つ
い
て
要
請
し
た
。
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保
険
医
協
会
で
は
会
員
の

生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
、

将
来
に
備
え
た
保
険
医
年
金

や
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
休
業

に
備
え
る
休
業
保
障
共
済
保

険
な
ど
、
様
々
な
共
済
制
度

を
用
意
し
て
い
る
。
現
在
、

春
の
共
済
制
度
普
及
期
間
と

し
て
、
保
険
医
年
金
は
４
月

１
日
よ
り
６
月
１５
日
ま
で
、

休
業
保
障
共
済
保
険
は
４
月

１
日
よ
り
５
月
２５
日
ま
で
、

加
入
申
込
み
を
受
け
付
け
て

い
る
。

　

保
険
医
年
金
は
円
建
て
で

為
替
リ
ス
ク
が
な
く
、
引
受

生
保
会
社
が
予
定
利
率
で
着

実
に
運
用
し
て
積
立
金
が
確

定
す
る
た
め
安
心
し
て
利
用

で
き
る
。
１
９
６
８
年
の
制

度
発
足
か
ら
確
定
し
た
積
立

金
・
年
金
額
を
削
減
し
た
こ

と
は
一
度
も
な
い
。
毎
月
コ

ツ
コ
ツ
積
み
立
て
る
月
払
い

は
１
口
１
万
円
で
、
例
え
ば

５
口
加
入
し
た
場
合
、
現
在

の
予
定
利
率
で
試
算
す
る

と
、
２０
年
後
の
積
立
額
は
１

千
３
１
３
万
円
と
な
り
、
う

ち
利
息
相
当
額
は
約
１
１
３

万
円
。
余
裕
資
金
が
あ
る
場

合
は
一
時
払
い
で
１
口
５０
万

円
で
さ
ら
に
積
み
増
す
こ
と

も
可
能
だ
。
ま
た
、
年
金
と

は
い
っ
て
も
急
な
出
費
に
対

し
て
一
部
解
約
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た

自
在
性
も
兼
ね
備
え
て
い

る
。
開
業
医
自
身
が
高
齢
に

な
れ
ば
必
然
的
に
診
る
こ
と

が
で
き
る
患
者
も
減
り
、
収

入
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
も

あ
る
。
老
後
の
備
え
は
自
分

自
身
で
し
っ
か
り
計
画
的
に

準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
険
医
年
金
は
手

堅
く
将
来
へ
備
え
た
い
先
生

向
け
に
お
勧
め
の
制
度
で
、

加
入
チ
ャ
ン
ス
は
年
２
回
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た

い
。

　

休
業
保
障
共
済
保
険
は
、

病
気
や
怪
我
な
ど
で
休
業
時

に
加
入
口
数
に
応
じ
て
給
付

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
だ
。
割
安
な
保
険
料
で
、

入
院
は
も
ち
ろ
ん
自
宅
療
養

も
給
付
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
加
入
年
齢
が
低
い
ほ
ど

保
険
料
は
安
く
、
加
入
時
点

か
ら
満
期
ま
で
保
険
料
は
上

が
ら
な
い
。
ま
た
脱
退
時
に

は
脱
退
給
付
金
（
加
入
３
年

以
上
が
条
件
）
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
休
業
時
の

給
付
に
つ
い
て
も
、
所
得
の

範
囲
内
で
支
給
額
が
決
ま
る

所
得
補
償
保
険
と
は
異
な

り
、
口
数
と
休
業
日
数
で
補

償
額
が
決
ま
り
、
他
社
の
所

得
補
償
保
険
な
ど
と
の
重
複

受
給
も
可
能
だ
。
地
域
医
療

を
支
え
る
開
業
医
だ
か
ら
こ

そ
、
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
場
合
の
リ
ス
ク
に
備
え
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
ぜ
ひ
活

用
頂
き
た
い
協
会
お
勧
め
の

ブ
ラ
ン
ド
制
度
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
死
亡
ま

た
は
高
度
障
害
に
な
っ
た
場

合
の
保
障
で
あ
る
グ
ル
ー
プ

生
命
保
険
は
割
安
な
保
険
料

で
、
保
障
額
は
最
高
６
千
万

円
か
ら
１
０
０
万
円
ま
で
用

意
し
て
い
る
。
１
年
ご
と
の

収
支
決
算
で
余
剰
金
が
生
じ

た
場
合
は
配
当
金
が
還
元
さ

れ
、
実
際
の
保
険
料
が
さ
ら

に
抑
え
ら
れ
る
点
も
魅
力

的
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る

他
の
生
命
保
険
に
加
え
て
補

助
的
に
利
用
す
る
会
員
も
多

い
。
ぜ
ひ
、
会
員
の
先
生
方

の
仕
事
や
生
活
、
家
族
を
守

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
協
会
共

済
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

協
会
お
勧
め
の
共
済
制
度

第
３１
期
第
３１
回
理
事
会
　
３
月
１３
日
（
木
）

〈
役
員
３０
名
、出
席
２２
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

府
の
頻
回
の
方
針
転
換
が
あ

り
、
全
面
撤
回
を
求
め
る
理

事
長
・
医
療
運
動
部
会
長
連

名
談
話
を
発
表
し
た
。
本
来
、

理
事
会
を
経
て
、
理
事
会
声

明
と
す
る
の
が
望
ま
し
い

【
議
長
報
告
】

　

高
額
療
養
費
制
度
の
負
担

上
限
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は

凍
結
と
の
動
き
が
前
回
理
事

会
時
に
あ
り
、
議
論
が
先
送

り
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
政

が
、
当
協
会
の
基
本
理
念
を

貫
く
た
め
に
、
今
後
も
柔
軟

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
が
必

要
と
の
認
識
を
確
認
し
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

等
も
含
め
、
患
者
の
受
診
控

え
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の

あ
る
政
策
に
つ
き
、
医
療
の

質
の
低
下
の
可
能
性
や
、
開

業
医
の
生
活
を
守
る
観
点
か

ら
も
総
合
的
な
視
野
に
立
っ

た
運
動
が
必
要
と
確
認
し
た
。

　

組
織
部
か
ら
は
勤
務
医
向

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
準
備
を
重
ね
て

き
た「
（
仮
称
）
法
令
遵
守
委

員
会
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の

目
的
か
ら
名
称
を
「
労
務
関

連
法
令
遵
守
（
労
務
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
）
委
員
会
」
と

す
る
こ
と
、
運
営
開
始
時
期

は
本
年
６
月
１
日
か
ら
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
規
約

と
運
用
に
つ
い
て
は
次
回
理

事
会
で
再
確
認
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。（
議
長
・
千
葉
○医
）

　

昨
年
１２
月
２
日
に
こ
れ
ま
で

の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が

停
止
さ
れ
、
今
後
の
対
応
で
混

乱
が
予
想
さ
れ
る
中
、
患
者
さ

ん
へ
の
解
説
を
目
的
に
し
た
協

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

除
外
を
め
ぐ
り
執
拗
に
質
問
を

重
ね
る
猪
瀬
直
樹
議
員
（
参
・

維
新
）
に
対
し
、
福
岡
厚
労
相

は
医
学
的
視
点
を
踏
ま
え
た
答

弁
で
応
じ
て
い
る
。
読
売
新
聞

は
こ
の
問
題
を
社
説
で
取
り
上

げ
、
痛
烈
に
批
判
。
患
者
や
医

会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
人
気
だ
。

　

「
２
０
２
４
年
１２
月
２
日
以

降
の
保
険
証
の
は
な
し
」
と
名

付
け
た
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
、
▽
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
く

療
機
関
へ
配
慮
す
る
必
要
性
を

説
い
て
い
る
。

　

猪
瀬
議
員
は
３
月
６
日
の
予

算
委
員
会
で「
医
療
費
の
無
駄
、

４
兆
円
は
あ
る
だ
ろ
う
」
と
述

べ
、
維
新
の
社
会
保
険
料
負
担

の
年
間
６
万
円
引
き
下
げ
案
に

言
及
。
１３
日
の
厚
労
委
員
会
も

質
問
に
立
っ
た
。

　

３
月
１９
日
の
予
算
委
員
会
で

は
〝
医
療
の
質
を
落
と
さ
ず
に

医
療
費
を
削
減
で
き
る
か
〟
が

と
も
、
当
分
の
あ
い
だ
資
格
確

認
書
が
発
行
さ
れ
る
た
め
大
丈

夫
な
こ
と
、
▽
資
格
確
認
書
が

発
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
こ
れ

ま
で
の
健
康
保
険
証
は
最
長
１

年
間
使
用
可
能
な
た
め
、
あ
わ

て
て
保
険
証
を
捨
て
な
い
こ

と
、
▽
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
と
資
格
確
認
書
が
原
則

発
行
さ
れ
な
い
た
め
、
自
動
的

に
資
格
確
認
書
を
も
ら
う
た
め

に
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
保
険
証

登
録
の
解
除
が
必
要
な
こ
と
、

▽
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
す
る

際
に
は
〝
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
〟
な
ど
ほ
か
の
資
格
確
認

書
類
を
持
参
す
る
こ
と
―
な
ど

を
解
説
。

　

患
者
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い

ポ
イ
ン
ト
と
発
言
。
そ
の
上
で
、

薬
の
有
効
成
分
量
が
多
け
れ
ば

効
き
目
は
高
い
は
ず
な
の
に
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
（
医
療
用
医
薬

品
）
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
（
市
販
薬
）

の
有
効
成
分
量
に
差
が
あ
っ
た

り
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
な
ぜ

か
、
と
問
う
た
。

　

福
岡
厚
労
相
は
、
差
が
生
じ

と
好
評
で
、
昨
年
１１
月
の
周
知

開
始
後
、
こ
れ
ま
で
に
約
１０
万

部
を
配
布
し
て
い
る
。

　

横
浜
市
金
沢
区
・
金
沢
文
庫

で
吉
村
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

業
す
る
吉
村
泰
尚
先
生
は
、
こ

の
間
２
度
に
わ
た
り
合
計
１
０

０
部
注
文
し
た
。

　

見
切
り
発
車
さ
れ
た
現
行
保

険
証
の
廃
止
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
問
題
が

後
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
弥
縫
策
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
結
果
と
し
て
多
く
の
患

者
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
か
わ
か
っ
て
い
な

い
。
吉
村
先
生
に
よ
れ
ば
医
療

機
関
の
窓
口
で
患
者
さ
ん
か
ら

異
な
る
場
合
が
あ
り
、
市
販
薬

の
有
無
で
取
扱
い
を
変
え
る
こ

と
が
妥
当
か
―
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
猪
瀬
議
員
は
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
へ
の
転
換
）

が
直
近
３
年
間
で
１２
成
分
で
あ

る
こ
と
を
「
や
る
気
が
な
い
」

と
発
言
。
審
査
体
制
な
ど
へ
疑

問
を
呈
し
た
。

　

読
売
新
聞
は
翌
週
２４
日
に

「
薬
剤
費
の
削
減
／
患
者
や
病

院
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
」
と
題

す
る
社
説
を
掲
載
。「
患
者
が

軽
症
だ
と
思
っ
て
も
重
い
病
気

が
隠
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
」
と
し
、
処
方
は
診
察
の
結

果
で
あ
り
「
初
め
か
ら
治
療
を

要
し
な
い
状
態
と
は
限
ら
な

い
」
と
指
摘
。
医
療
機
関
は「
収

入
の
多
く
を
保
険
料
に
頼
る
」、

そ
し
て
受
診
控
え
は
「
経
営
に

も
響
く
」
と
し
た
。
そ
の
上
で

「
維
新
の
主
張
は
、
そ
う
し
た

視
点
が
乏
し
い
」
と
批
判
。
維

新
は
高
校
授
業
料
無
償
化
の
財

源
確
保
策
を
示
さ
ず
批
判
を
浴

び
た
こ
と
か
ら
、
薬
剤
削
減
の

主
張
は
「
財
源
対
策
を
提
示
し

よ
う
と
い
う
計
算
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」、
「
党
利
党
略
で
薬

剤
費
を
安
易
に
削
減
す
れ
ば
、

医
療
の
現
場
は
混
乱
し
て
し
ま

う
」
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

保
険
外
し「
意
見
様
々
」

　

猪
瀬
議
員
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

と
医
療
費
削
減
の
効
果
に
つ
い

て
も
質
問
。
福
岡
厚
労
相
は
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
と
保
険
給
付
の

あ
り
方
は
審
議
会
で
も
議
論
し

て
い
る
と
し
て
意
見
を
紹
介
。

保
険
適
用
除
外
が
保
険
料
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
と
の
発
言
も

あ
る
一
方
で
、
▽
保
険
給
付
の

対
象
か
ら
外
す
と
患
者
負
担
が

増
え
る
、
▽
医
療
上
の
必
要
に

応
じ
、
患
者
が
適
切
な
医
薬
品

を
選
択
で
き
る
よ
う
何
ら
か
の

措
置
が
必
要
、
▽
医
療
用
医
薬

品
と
市
販
薬
は
同
一
成
分
で
も

効
能
・
効
果
・
使
用
目
的
等
が

る
理
由
は
治
療
対
象
の
疾
患
な

ど
を
踏
ま
え
た
も
の
と
答
弁
。

解
熱
鎮
痛
剤
と
し
て
使
わ
れ
る

ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
を
医
療

用
医
薬
品
と
し
て
用
い
る
場

合
、
特
に
痛
み
の
強
い
疾
病
に

は
高
用
量
を
処
方
す
る
が
、
肝

機
能
障
害
発
生
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。
高
用
量
の
使
用
は
医
師

に
よ
る
定
期
的
な
肝
機
能
検
査

が
必
要
と
な
る
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
花
粉
症
等
に
用
い
る
フ

ェ
キ
ソ
フ
ェ
ナ
ジ
ン
の
一
日
最

大
用
量
は
同
じ
だ
が
、
市
販
薬

で
は
皮
膚
疾
患
を
治
療
対
象
と

し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
湿
疹
や
皮
膚
炎
等
は
専
門
家

以
外
で
は
診
断
を
誤
り
か
ね

ず
、
か
ゆ
み
は
糖
尿
病
や
が
ん

な
ど
の
重
い
疾
患
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
自
己
判
断
で

使
い
続
け
れ
ば
原
因
疾
患
の
手

当
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
だ
と
し
た
。

「
保
険
証
の
は
な
し
リ
ー
フ
」
が
大
好
評

「
保
険
証
の
は
な
し
リ
ー
フ
」
が
大
好
評

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
問
題

医
学
的
視
点

踏
ま
え
答
弁

読
売
が
痛
烈
批
判

患
者
や
病
院
へ
配
慮
を

患
者
さ
ん
か
ら
感
謝
の
言
葉
も

質
問
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
忙
し
い
中
き
ち
ん
と
説
明

す
る
の
は
難
し
い
が
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
Ａ
４
用
紙
を
４
つ
折

り
の
は
が
き
大
に
し
た
、
患
者

さ
ん
に
渡
せ
る
サ
イ
ズ
。
行
政

か
ら
の
情
報
が
行
き
届
か
な
い

中
、
患
者
さ
ん
に
大
変
人
気
で

感
謝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
説

明
し
て
く
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
協

会
は
横
浜
の
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

や
県
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活

用
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
と
し

た
。
追
加
注
文
お
よ
び
送
料
が

〝
無
料
〟
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

呼
び
掛
け
を
始
め
た
２
月
末
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
約
４
千
部
の

注
文
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

混
乱
に
備
え
、
ポ
ス

タ
ー
等
で
周
知
を

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険
証
は

国
保
の
被
保
険
者
や
後
期
高
齢

者
の
方
を
中
心
に
、
７
月
末
か

ら
一
斉
に
有
効
期
限
を
迎
え

る
。
現
在
新
た
に
後
期
高
齢
者

と
な
っ
た
方
な
ど
に
は
マ
イ
ナ

保
険
証
を
持
っ
て
い
て
も
資
格

確
認
書
が
交
付
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
期
限
も
７
月
末
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

　

既
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
方
に
は
原
則
と
し
て
資

格
確
認
書
は
自
動
的
に
送
ら
れ

な
い
。
要
配
慮
者
な
ど
資
格
確

認
書
を
希
望
す
る
方
は
交
付
申

請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
か
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
解
除

を
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
。
後

期
高
齢
者
に
は
７
月
中
の
資
格

確
認
書
の
交
付
に
間
に
合
わ
せ

る
た
め
、
５
月
３０
日
を
一
定
の

期
限
と
し
た
案
内
が
始
ま
っ
て

い
る
。

　

医
療
機
関
窓
口
で
の
資
格
確

認
で
は
今
後
の
混
乱
も
予
想
さ

れ
る
が
、
で
き
る
限
り
医
療
機

関
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
周
知

用
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
活
用
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た

い
。
注
文
は
医
療
情
報
部
の
ほ

か
、
協
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
に
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ

ー
タ
を
掲
載
し
て
い
る
。

℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１
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想
定
問
答
を
考
え
、

指
導
本
番
ま
で
に
心
の
準
備
を

カ
ル
テ
に「
追
記
」は
問
題
な
し

新
規
個
別
指
導
座
談
会

歯歯 科科
【
座
長
・
中
島
部
員
（
以
下
、
中
島
）】

新
規
個
別
指
導
を
受
け
る
に
あ
た
っ

て
、
準
備
・
対
応
し
た
こ
と
か
ら
伺
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
Ａ
先
生
】
私
は
、
新
規
個
別
指
導
の

１
週
間
前
に
保
険
医
協
会
で
開
催
さ
れ

る
「
新
規
個
別
指
導
相
談
会
」
に
参
加

し
、
当
日
は
本
日
座
長
を
務
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
中
島
先
生
に
色
々
相
談
し
ま

し
た
。相
談
会
か
ら
指
導
当
日
ま
で
は
、

相
談
会
で
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
こ
と
を

ふ
ま
え
て
準
備
し
て
い
ま
し
た
。

【
Ｂ
先
生
】
私
は
、
保
険
医
協
会
に
入

会
し
て
か
ら
指
導
を
迎
え
る
ま
で
、
協

会
が
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
「
新
規

指
定
医
講
習
会
（
新
規
個
別
指
導
の
対

策
講
習
会
）
」
に
毎
回
必
ず
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
講
師
が
異
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
参
加
す
る
た
び
に
新
た
な
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
中
島
】
新
規
指
定
医
講
習
会
は
、
ぜ

ひ
何
度
も
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

保
険
医
協
会
で
は
年
５
回
程
度
開
催
し

て
い
ま
す
。
で
は
、
新
規
個
別
指
導
当

日
の
流
れ
や
雰
囲
気
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

【
Ａ
先
生
】
別
室
に
呼
ば
れ
て
「
こ
こ

で
待
機
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、

し
ば
ら
く
そ
こ
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
隣
の
部
屋
に
呼
ば
れ
、
４
つ
程

テ
ー
ブ
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
る
内
の
１

つ
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
指

導
を
受
け
に
来
て
い
た
歯
科
医
師
は
ス

ー
ツ
で
来
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
で
す

ね
。

【
事
務
局
】
指
導
当
日
の
服
装
に
つ
い

て
特
に
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
ー

ツ
で
臨
ん
だ
方
が
印
象
は
良
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
Ａ
先
生
】
カ
ル
テ
に
特
段
不
審
な
所

は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ

の
あ
た
り
の
指
摘
は
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
指
導
医
療
官
よ
り
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
立
会
人
の
言
動
が
厳
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
は
カ
ル
テ
の

追
記
に
つ
い
て
厳
し
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

【
事
務
局
】
本
来
カ
ル
テ
は
診
療
し
た

そ
の
日
に
遅
滞
な
く
記
録
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

思
い
出
し
た
こ
と
を
後
か
ら
カ
ル
テ
に

「
追
記
」
す
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
も
そ
も
医
療
指
導
監
査
業
務
等

実
施
要
領
（
指
導
編
）
で
は
「
立
会
者

に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
（
中
略
）
行
政
側
か

ら
の
要
請
が
な
い
限
り
発
言
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
ん
で
す

け
ど
ね
。
指
導
医
療
官
や
事
務
官
が
黙

っ
て
い
る
一
方
、
専
ら
立
会
人
ば
か
り

発
言
し
て
い
た
と
い
う
声
は
、
会
員
の

先
生
か
ら
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
れ
も
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
で
す
が
、
「
立

会
人
に
嫌
味
を
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
」
、

「
き
つ
く
指
導
さ
れ
た
」
と
い
う
話
が

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
立
会
人
に
「
指
導
を
行
う
」
権
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
Ｂ
先
生
】
番
号
札
を
渡
さ
れ
て
別
室

で
待
た
さ
れ
た
の
ち
、
指
導
会
場
に
案

内
さ
れ
る
と
い
う
形
だ
っ
た
の
で
、
Ａ

先
生
と
同
じ
で
す
ね
。
指
導
医
療
官
に

よ
る
指
導
は
特
に
問
題
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
指
摘
事
項
と
し
て
は
、
〝
パ

ン
ト
モ
撮
影
し
た
時
は
カ
ル
テ
に
所
見

を
記
載
し
な
い
と
い
け
な
い
〟、
〝
歯
周

炎
だ
け
で
な
く
、
撮
影
し
た
結
果
、
顎

　

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
は
、
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
受
け
る
先
生
方
を
対
象
に
「
新
規
指
定

医
講
習
会
」、「
新
規
個
別
指
導
相
談
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
様
々
な
点
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
は
新
規
個
別
指
導
を
無
事
終
え
た
会
員
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
体
験
談
を
伺
い
な
が
ら
、

新
規
個
別
指
導
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
準
備
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

会
員
の
先
生
方
の
個
別
指
導
対
策
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
（
座
長：

中
島
博
樹
部
員
）。

座長の中島氏

関
節
症
や
埋
伏
歯
も
確
認
で
き
た
の
で

あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
全
部
記

載
す
る
必
要
が
あ
る
〟
な
ど
で
し
た
。

【
中
島
】
確
か
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

し
て
診
断
し
た
こ
と
は
、
全
て
カ
ル
テ

に
記
載
す
る
べ
き
で
す
ね
。

【
Ｂ
先
生
】
そ
の
他
の
指
摘
事
項
と
し

て
は
、
主
に
歯
科
衛
生
実
地
指
導
料
（
実

地
指
）
に
つ
い
て
、
カ
ル
テ
に
記
載
し

た
歯
科
医
師
が
衛
生
士
に
指
示
し
た
内

容
が
あ
り
き
た
り
な
内
容
で
画
一
的
だ

っ
た
た
め
、
患
者
ご
と
に
少
し
表
現
を

変
え
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
混
合
歯
列
期
歯
周
病
検
査
（
Ｐ
混

検
）
算
定
時
に
プ
ロ
ー
ビ
ン
グ
時
の
出

血
の
有
無
を
検
査
結
果
に
書
い
て
お
ら

ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
自
主
返
還
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

【
Ａ
先
生
】
私
は
、〝
パ
ン
ト
モ
の
所
見

の
記
載
が
画
一
的
す
ぎ
る
〟
と
指
摘
さ

れ
た
の
と
、
実
地
指
の
算
定
に
お
い
て

衛
生
士
へ
の
指
示
内
容
が
や
は
り
、
画

一
的
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
あ
と
は
、

歯
管
の
長
期
管
理
加
算
は
な
ぜ
算
定
し

た
の
か
問
わ
れ
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
、

そ
う
い
う
こ
と
は
カ
ル
テ
に
記
載
す
る

必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
補
綴
時
診
断
料
（
補
診
）
の
カ

ル
テ
記
載
が
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
の

指
摘
。
こ
れ
は
自
主
返
還
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

【
事
務
局
】
補
診
の
カ
ル
テ
記
載
（
通

知
上
、
補
診
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

製
作
を
予
定
す
る
部
位
、
欠
損
部
の
状

態
、
欠
損
補
綴
物
の
名
称
及
び
設
計
等

に
つ
い
て
の
要
点
を
診
療
録
に
記
録
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
）
が
足
り
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
自
主
返
還
を
求
め
ら

れ
る
医
療
機
関
は
多
い
で
す
よ
ね
。
ま

た
、
歯
管
の
長
期
管
理
加
算
に
つ
い
て

も
通
知
上
「
当
該
加
算
を
初
め
て
算
定

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
患
者
の

治
療
経
過
及
び
口
腔
の
状
態
を
踏
ま

え
、
今
後
の
口
腔
管
理
に
当
た
っ
て
特

に
留
意
す
べ
き
事
項
を
患
者
等
に
説
明

し
、
診
療
録
に
は
、
説
明
し
た
内
容
の

要
点
を
記
載
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
し
て
い
な
い
と
、
長
期
管
理
加

算
の
算
定
が
で
き
な
い
こ
と
に
留
意
が

必
要
で
す
。
初
診
月
か
ら
６
月
を
超
え

て
治
療
管
理
を
し
て
い
る
患
者
に
対
し

て
自
動
的
に
算
定
で
き
る
点
数
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

と
し
て
選
ば
れ
る
の
は
１０
名
で
す
が
、

そ
の
１０
名
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
。
厚

生
局
の
中
で
「
基
準
」
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
カ

ル
テ
は
直
接
指
導
で
見
る
ま
で
分
か
ら

な
い
わ
け
で
す
が
、
例
え
ば
除
去
料
な

ど
は
区
分
を
間
違
え
て
、「
困
難
な
も

の
４８
点
」
で
算
定
す
べ
き
も
の
を
「
著

し
く
困
難
な
も
の
８０
点
」
で
算
定
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う

い
っ
た
点
数
が
載
っ
て
い
る
レ
セ
プ
ト

を
、
カ
ル
テ
と
突
き
合
わ
せ
て
見
る
た

め
に
抽
出
し
て
い
る
こ
と
は
実
際
あ
り

得
る
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
事
務
局
】
厚
生
局
は
、
指
導
前
に
指

導
対
象
の
医
療
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
確
認
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
例
え

ば
訪
問
診
療
を
し
て
い
る
と
、
訪
問
先

を
具
体
的
に
調
べ
、
診
療
所
か
ら
の
距

離
、
移
動
時
間
に
不
自
然
な
点
が
な
い

か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
調
べ
て
い
る
よ

う
で
す
。
当
協
会
の
相
談
会
で
相
談
医

か
ら
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
指
導
当
日

で
も
指
摘
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
思

い
ま
す
し
、
自
身
の
カ
ル
テ
は
客
観
的

に
ど
う
見
え
る
か
、
こ
う
聞
か
れ
た
ら

こ
う
答
え
よ
う
と
い
う
心
の
準
備
を
事

前
に
し
て
お
く
と
、
指
導
当
日
も
落
ち

着
い
て
答
え
ら
れ
て
良
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

＊
個
別
指
導
の
通
知
が
届
い
た
ら
、
協

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
℡

０
４

５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１
）。

ど
も
、
こ
の
先
も
「
混
合
診
療
に
抵
触

し
な
い
か
」
と
い
っ
た
こ
と
に
も
留
意

し
つ
つ
診
療
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

【
Ｂ
先
生
】
指
導
当
日
、
指
導
医
療
官

が
「
注
意
し
た
い
こ
と
」
リ
ス
ト
の
よ

う
な
も
の
を
手
に
持
っ
て
い
ま
し
た
。

事
前
に
取
り
寄
せ
た
レ
セ
プ
ト
を
見
て

気
に
な
っ
た
部
分
を
予
め
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
指
導

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
自
分
が

指
導
医
療
官
な
ら
、
ど
こ
を
ど
う
指
摘

し
た
い
か
」
と
い
う
視
点
で
心
の
準
備

を
す
る
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当

日
こ
う
聞
か
れ
た
ら
こ
う
答
え
よ
う
と

想
定
問
答
を
考
え
て
お
く
と
、
指
導
を

迎
え
る
時
、
慌
て
な
く
て
済
む
か
と
思

い
ま
す
。

【
中
島
】
新
規
個
別
指
導
で
対
象
患
者

日
頃
か
ら
整
理
整
頓
を

分
ま
と
め
て
印
刷
す
る
の
は
大
変
だ
と

思
い
、
診
療
が
終
わ
っ
た
後
に
毎
日
印

刷
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
も
し

ま
と
め
て
１
年
分
印
刷
し
よ
う
と
し
て

い
た
ら
、
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

【
事
務
局
】
と
こ
ろ
で
混
合
診
療
の
話

を
し
ま
す
と
、
よ
く
あ
る
事
例
と
し
て

は
保
険
診
療
で
支
台
築
造
ま
で
行
っ

て
、
被
せ
物
だ
け
自
費
に
す
る
ケ
ー
ス
。

歯
冠
修
復
で
は
、
保
険
診
療
の
流
れ
で

「
歯
冠
形
成（
支
台
築
造
を
含
む
）
以
降
」

を
自
費
で
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、「
支
台
築
造
ま
で
保
険
で
被

せ
物
だ
け
自
費
」
は
混
合
診
療
に
抵
触

し
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
治
療
計
画
が

途
中
で
変
わ
っ
た
場
合
も
、
歯
冠
形
成

や
支
台
築
造
の
点
数
を
請
求
し
て
い
る

場
合
は
取
り
下
げ
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
個
別
指
導
（
新
規
含
む
）
で
は
自

費
の
カ
ル
テ
も
持
参
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
し
、
診
療
日
を
突
き
合
わ

せ
て
混
合
診
療
に
抵
触
し
て
い
な
い
か

確
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る

と
思
い
ま
す
。
先
生
方
も
新
規
個
別
指

導
は
無
事
終
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
け
れ

【
中
島
】
指
導
を
受
け
る
前
に
、
こ
れ

を
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
こ

と
（
反
省
点
）
、
或
い
は
工
夫
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

【
Ａ
先
生
】
歯
科
技
工
指
示
書
は
全
て

箱
に
入
れ
て
ま
と
め
て
保
管
し
て
い
た

の
で
す
が
、
指
導
の
と
き
対
象
患
者
１０

名
分
の
技
工
指
示
書
を
探
し
出
す
の
に

苦
労
し
ま
し
た
。
納
品
書
な
ど
も
含
め
、

日
頃
か
ら
整
理
整
頓
し
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｂ
先
生
】
私
は
患
者
の
予
約
簿
（
ア

ポ
帳
）
は
Ｐ
Ｃ
上
に
て
管
理
、
保
存
し

て
い
る
の
で
す
が
、
指
導
直
前
に
１
年

児童虐待防止児童虐待防止へ

医療機関の第一歩
子育て支援リーフレット（無料）、注文受付中

　全国の児童相談所が2023年度に児童虐待の

相談を受けて対応した件数が過去最多の22万

5,509件に上ったことが3月25日、厚生労働省

とこども家庭庁のまとめで分かりました。

　医療機関として児童虐待防止へ踏み出せる

第一歩は、子育てに悩むお母さんを支援窓口

に「つなぐ」こと、不審な外傷が多い子ども

などの“気になる親子”を児童相談所へ「つ

なぐ」ことではないでしょうか。

　「子育て支援リーフレット」には、気軽に相

談できる子育て支援センターなどの相談窓口

一覧を掲載しています。

　待合室に置きやすいB5の3

つ折りサイズで、誰もが手に

取りやすいように「お母さん、

ひとりで悩まないで」と書か

れています。ぜひ、窓口での

配布にご協力をお願い致しま

す。ご注文は地域医療対策部

まで（ ℡ 045‐313‐2111）。
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アンケート実施概要

実施期間：2024年12月17日～2025年1月10日（薬剤師会は2024年12月16日～）

 [神奈川県保険医協会]

　送付方法及び回答方法：FAX及びGoogleフォーム

　送付対象：FAX到達の4,989医療機関／回答数：279／回答率：5.6％

 [一般社団法人横浜市薬剤師会]

　送付及び回答方法：メールでのExcelファイル送受信

　送付対象：980件／回答数：274／回答率：27.95％

【アンケート結果の要点】

◆ 選定療養の対象となる薬剤を処方している医療機関のうち、約2割が

患者や薬局とのトラブルを経験していた。

◆ 医療機関でのトラブルの類型・原因では「患者さんのジェネリックの

副作用への不安や忌避感によるもの」が最も多く寄せられた。

◆薬局のうち、24％が患者や医療機関とのトラブルを経験していた。

◆ 薬局でのトラブルの類型・原因では「制度の理解が難しく、納得せず

患者が立腹」、「患者と処方医の板挟み」の事例が多い傾向にあった。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
は
、
医

療
機
関
・
薬
局
共
通
で
、
①
制

度
導
入
の
１０
月
以
降
患
者
か
ら

の
問
合
せ
が
増
え
た
か
、
②
患

者
等
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

か
、
③
困
っ
て
い
る
こ
と
や
要

望
な
ど
（
自
由
記
載
）
。

【
保
険
医
協
会
】

２
割
が
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験

　

協
会
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

ッ
ク
が
あ
る
患
者
と
そ
う
で
な

い
人
で
）
選
定
療
養
が
発
生
す

る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
て

不
公
平
」
等
、
制
度
へ
の
不
満

の
声
、
ま
た
差
額
徴
収
の
計
算

方
法
が
複
雑
で
、
患
者
へ
の
説

明
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
か
ら

「
４
分
の
１
の
差
額
徴
収
で
は

な
く
、
一
気
に
全
額
徴
収
に
し

て
ほ
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
も

見
ら
れ
た
。
医
療
機
関
に
向
け

ら
れ
た
も
の
で
は
、
「
一
律
に

処
方
箋
に
〝
変
更
不
可
〟
と
付

け
て
く
る
医
療
機
関
が
あ
る
」
、

「
患
者
希
望
と
医
療
上
の
必
要

性
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
場
合

が
多
い
」
等
の
声
が
目
立
っ

た
。

〈
ト
ラ
ブ
ル
事
例
※
抜
粋
〉

【
保
険
医
協
会
会
員
】

厚
労
省
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
せ
て

説
明
し
た
が
、
納
得
が
い
か
な

い
と
立
腹
／「
な
ぜ
医
者
が『
必

要
』
と
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
コ
ス

ト
が
か
か
ら
な
い
の
に
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
く
れ
な
い
の
か
？
他

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
や
っ
て
く

れ
る
」
と
怒
鳴
っ
て
帰
っ
た
／

副
作
用
で
嘔
気
等
生
じ
ク
レ
ー

ム
が
来
た
／
高
い
薬
を
売
り
つ

け
ら
れ
た
。
希
望
の
薬
が
無
い

／
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
副
作
用

が
あ
っ
て
先
発
品
を
希
望
し
て

い
る
の
に
、
薬
局
で
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
を
選
択
す
る
よ
う
に
し
つ

こ
く
言
わ
れ
て
気
分
を
害
し

た
」
と
患
者
か
ら
言
わ
れ
た
／

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
変
更
後
、
肝

障
害
出
現
の
た
め
先
発
に
さ
せ

た
が
、
薬
局
で
は
「
高
く
な
る

か
ら
」
と
後
発
に
変
更
さ
れ
た

／
患
者
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
で
下

痢
を
し
た
が
、
「
１
カ
月
分
交

換
不
可
」
と
薬
局
で
言
わ
れ
た

／
該
当
理
由
が
な
く
、
患
者
希

望
に
な
る
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

高
齢
で
変
更
す
る
こ
と
自
体
恐

い
の
で
何
と
か
該
当
に
し
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
、
で
き
な
い
と

言
っ
た
ら
電
話
を
ブ
チ
切
り
さ

れ
た
／
後
か
ら
処
方
せ
ん
記
載

変
更
を
依
頼
さ
れ
る
（
患
者
希

望
で
な
い
よ
う
に
）
／
一
部
の

薬
局
で
「
医
師
が〝

医
療
上

必
要〟

に
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
、

差
額
負
担
が
な
く
な
る
の
で
、

次
回
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
も
ら

え
」
と
促
し
て
い
る

【
薬
剤
師
会
会
員
】

公
費
で
無
料
の
患
者
さ
ん
か
ら

「
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
の
に

な
ぜ
今
ま
で
の
薬
（
先
発
）
で

お
金
を
取
ら
れ
る
の
か
」
と
言

わ
れ
た
／
「
薬
代
が
高
く
な
っ

て
い
る
！
（
患
者
）
全
員
に
説

明
は
な
い
の
か
！
」
と
言
わ
れ

た
が
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
全

員
に
説
明
す
る
余
裕
は
な
い
／

説
明
し
た
が
理
解
し
て
も
ら
え

ず
「
後
発
品
は
嫌
だ
が
お
金
は

払
い
た
く
な
い
」
の
一
点
張
り
。

違
う
薬
局
へ
行
っ
た
／
差
額
４

分
の
１
を
計
算
し
た
が
国
の
計

算
方
法
で
出
た
金
額
と
あ
わ
な

い
。
ど
う
や
っ
て
計
算
し
て
い

る
の
か
？
と
叱
ら
れ
た
／
今
ま

で
の
行
政
の
失
策
を
患
者
に
押

し
つ
け
る
の
か
！
説
明
し
た
と

こ
ろ
激
昂
し
て
「
二
度
と
来
な

い
！
」
と
言
い
放
っ
て
処
方
箋

を
つ
か
み
退
店
さ
れ
た
／
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
の
せ
い
で
副
作
用
が

出
た
と
先
発
へ
変
更
希
望
の
問

い
合
わ
せ
。
処
方
医
と
処
方
日

数
を
調
節
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

と
先
発
を
交
換
対
応
／
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
照
会
不
可
能
な
夜
間
に

来
局
。
選
定
療
養
費
に
は
納
得

せ
ず
（
何
と
し
て
も
医
師
か
ら

〝

医
療
上
必
要〟

に
し
て
欲
し

い
）、「
薬
は
今
す
ぐ
も
ら
っ
て

帰
り
た
い
」と
言
っ
て
、対
応
に

１
時
間
以
上
か
か
っ
た
／
処
方

箋
に
〝
変
更
不
可
〟
を
付
け
な

い
が
、
電
話
や
備
考
欄
に
て
先

発
で
出
す
よ
う
に
医
師
か
ら
指

示
が
あ
る
／
先
発
希
望
の
患
者

に
選
定
療
養
で
負
担
が
上
が
る

こ
と
を
伝
え
る
と
、
「
自
分
は

ド
ク
タ
ー
か
ら
先
発
に
し
ろ
と

言
わ
れ
て
い
る
」
と
言
い
張
ら

れ
て
揉
め
た
。
ド
ク
タ
ー
は
「
指

示
し
て
い
な
い
」
と
言
い
、
病

院
、
薬
局
、
患
者
で
も
め
た
あ

げ
く
患
者
の
言
い
な
り
の
処
方

箋
の
記
載
に
な
っ
た
／
薬
価
差

が
１
円
以
下
な
の
に
ど
う
し
て

そ
れ
以
上
の
負
担
を
強
い
る
の

か
と
の
意
見
が
多
数
／
薬
価
差

の
４
分
の
１
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
が
、
薬
価
の
低
い
薬
品
に

対
し
て
実
際
に
は
そ
れ
以
上
の

自
己
負
担
が
発
生
し
て
い
る
。

メ
バ
ロ
チ
ン
６０
日
処
方
の
方
に

６
６
０
円
の
負
担
が
発
生
し
実

際
の
薬
剤
費
を
超
え
て
い
る

〈
困
っ
て
い
る
こ
と
、

意
見
※
抜
粋

〉

【
保
険
医
協
会
会
員
】

対
象
薬
剤
が
ど
れ
か
、
忙
し
い

外
来
中
に
は
特
定
で
き
な
い
／

薬
剤
一
つ
一
つ
に
コ
メ
ン
ト
が

入
る
た
め
レ
セ
プ
ト
点
検
時
、

と
て
も
点
検
が
し
づ
ら
い
／
レ

セ
コ
ー
ド
の
入
力
が
大
変
な
の

で
、
選
定
療
養
の
対
象
品
を
処

方
し
て
い
な
い
／
選
定
療
養
自

体
を
や
め
て
ほ
し
い
／
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
と
先
発
品
ど
ち
ら
も
自

由
に
選
べ
る
よ
う
に
す
る
の
が

　

医
薬
品
の
供
給
不
足
が
解
決

し
て
い
な
い
現
状
で
薬
剤
の
選

定
療
養
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

特
に
調
剤
現
場
で
は
大
き
な
混

乱
を
招
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も

制
度
が
複
雑
で
患
者
の
理
解
が

得
ら
れ
ず
、
現
場
は
業
務
負
担

増
を
強
い
ら
れ
る
上
に
、
後
発

品
の
在
庫
状
況
に
よ
り
差
額
徴

収
の
発
生
の
有
無
が
変
わ
る
な

ど
、
制
度
矛
盾
も
多
い
。
薬
剤

に
よ
っ
て
は
計
算
上
、
実
際
の

薬
価
を
上
回
る
な
ど
実
質
保
険

給
付
か
ら
外
れ
て
い
る
も
の
も

発
生
し
て
お
り
、
「
自
分
が
計

算
し
た
金
額
と
違
う
」
等
、
患

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

医
学
的
視
点
か
ら
も
「
先
発

品
と
後
発
品
で
効
果
に
差
が
あ

る
」
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
に
記

載
の
あ
る
薬
剤
も
あ
り
、
こ
れ

ら
は
選
定
療
養
の
対
象
と
な
ら

な
い
例
外
規
定
に
な
っ
て
は
い

る
が
、
日
々
臨
床
の
現
場
で
逐

一
そ
れ
を
確
認
し
差
額
徴
収
の

有
無
を
判
断
す
る
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
い
。何
よ
り
、投
薬
と

い
う
医
療
の
中
核
部
分
に
、
ア

メ
ニ
テ
ィ
等
と
同
じ
枠
組
み
の

〝
選
定
療
養
〟を
持
ち
込
ん
だ
こ

と
自
体
が
、
国
民
皆
保
険
の
根

幹
を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題
だ
。

　

現
に
こ
の
制
度
下
で
、
薬
剤

の
１０
割
超
の
患
者
負
担
が
発
生

し
、
薬
剤
の
〝
実
質
の
保
険
外

し
〟
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一
度

立
ち
止
ま
る
こ
と
が
必
要
だ
。

民
主
主
義
。
選
択
肢
を
狭
め
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
押
し
込
め
よ

う
と
す
る
や
り
方
は
非
人
道
的

／
流
通
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
安
易
に
他
剤
同
等
商
品

へ
の
切
換
え
が
強
い
ら
れ
て
い

る
。
経
済
的
優
位
の
処
方
、
又

は
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
問
題
提
起
す
べ
き
／
処
方
は

一
般
名
で
も
、
薬
剤
師
さ
ん
と

の
話
で
選
定
療
養
と
な
っ
た
場

合
、
会
計
内
容
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
と
き
が
あ
る

【
薬
剤
師
会
会
員
】

出
荷
調
整
が
解
決
し
て
い
な
い

の
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
さ

ら
な
る
出
荷
調
整
も
発
生
し
て

困
っ
て
い
る
／
選
定
療
養
に
つ

い
て
納
得
し
て
も
ら
っ
て
も
、

来
る
た
び
に
メ
ー
カ
ー
変
更
で

は
信
頼
感
が
低
下
す
る
／
医
薬

品
の
流
通
不
足
で
十
分
に
選
定

療
養
を
や
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
採

用
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
た

め
、
先
発
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の

両
方
を
置
く
機
会
が
増
え
、
在

庫
が
増
え
た
／
や
る
な
ら
全
額

負
担
に
す
べ
き
／
制
度
の
説
明

に
対
し
て
調
剤
報
酬
が
少
な
い

／
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
品

不
足
が
、
選
定
療
養
費
の
導
入

で
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
と
感

じ
る
／
先
発
品
で
調
剤
し
て
も

後
発
品
の
在
庫
が
な
け
れ
ば
選

定
療
養
費
は
発
生
し
な
い
が
、

在
庫
が
あ
る
と
き
に
は
発
生
す

る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
理
解

い
た
だ
け
な
い
／
医
薬
品
の
流

通
状
況
の
日
々
変
更
に
レ
セ
プ

ト
処
理
内
容
が
変
わ
り
事
務
処

理
の
修
正
が
多
数
発
生
し
て
い

る
／
薬
価
差
益
が
少
な
く
、
人

員
も
増
や
せ
な
い
中
、
説
明
の

手
間
や
ク
レ
ー
ム
（
ご
意
見
）

が
増
え
、
心
身
共
に
辟
易
し
て

い
る
／
４
分
の
１
負
担
と
い
う

こ
と
や
細
か
な
算
定
条
件
を
ご

理
解
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
の

で
早
い
段
階
で
差
額
分
全
額
負

担
に
引
き
上
げ
て
い
た
だ
け
る

と
シ
ン
プ
ル
で
助
か
る
／
こ
の

制
度
に
よ
っ
て
浮
い
た
お
金
の

使
い
道
を
教
え
て
く
だ
さ
い
／

国
や
自
治
体
か
ら
の
広
報
不
足

／
選
定
療
養
の
計
算
方
法
に
不

平
等
感
を
感
じ
る
／
制
度
へ
の

不
満
の
は
け
口
が
薬
局
に
向
い

て
い
る
／
一
般
名
処
方
に
し
て

お
き
な
が
ら
、
先
発
品
以
外
は

湿
疹
が
で
き
て
ダ
メ
だ
と
い
う

よ
う
な
処
方
箋
あ
り
／
患
者
希

望
に
も
か
か
わ
ら
ず
医
師
指
示

で
先
発
指
示
に
し
な
い
で
い
た

だ
き
た
い
／
今
ま
で
後
発
品
変

更
で
問
題
な
く
服
用
さ
れ
て
い

た
患
者
で
も
、
医
師
が
医
療
上

必
要
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
る
こ

と
が
散
見
さ
れ
る
。
医
師
の
裁

量
次
第
に
な
っ
て
し
ま
う
不
完

全
な
制
度
だ
と
感
じ
る
／
一
般

名
処
方
に
変
更
不
可
チ
ェ
ッ
ク

を
入
れ
て
く
る
病
院
が
あ
り
、

対
応
に
困
る

で
は
、
回
答
者
の
う
ち
７４
・
１

％
が
選
定
療
養
の
対
象
薬
剤
を

処
方
。
設
問
①
「
１０
月
以
降
患

者
さ
ん
か
ら
薬
剤
に
関
す
る
問

合
せ
は
増
え
ま
し
た
か
」
へ
は
、

「
増
え
た
」
が
２０
・
５
％
、
「
変

わ
ら
な
い
」
が
７７
・
３
％
、
「
そ

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
か
」

で
は
、
「
あ
っ
た
」
１９
・
８
％
、

「
な
い
」
７６
・
３
％
、
「
そ
の
他
」

３
・
４
％
、
「
無
回
答
」
０
・

５
％
―
と
、
約
２
割
が
ト
ラ
ブ

ル
を
経
験
し
て
い
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
を
大
き
く

の
他
」
が
０
・
７
％
、
「
無

効
回
答
」
が
１
・
４
％
。

設
問
②
「
処
方
に
あ
た
っ

て
、
患
者
さ
ん
や
薬
局
と

分
類
す
る
と
、
「
患
者
さ
ん
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
副
作
用
へ
の

不
安
や
忌
避
感
に
よ
る
も
の

（
実
際
の
副
作
用
事
例
を
含

む
）
」
が
２１
件
で
最
も
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
漠
然
と
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
は
不
安
」
と
忌
避
感
を

持
つ
患
者
の
例
が
多
か
っ
た

が
、
中
に
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

に
変
え
て
吐
き
気
が
出
た
と
ク

レ
ー
ム
が
き
た
」
、「
下
痢
を
し

た
」
等
、
今
回
の
制
度
変
更
を
機

に
実
際
に
患
者
が
副
作
用
を
訴

え
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
次
い

で
多
か
っ
た
の
は
、
「
薬
剤
不

足
や
薬
局
か
ら
の
問
合
せ
・
疑

義
照
会
な
ど
」
。
薬
剤
の
供
給
が

安
定
し
な
い
た
め
頻
回
に
疑
義

照
会
の
連
絡
が
入
る
と
の
声

や
、
中
に
は
「
『
医
療
上
の
必
要

性
を
証
明
で
き
な
い
と
受
け
付

け
な
い
』
と
い
う
薬
局
が
あ
り

困
っ
て
い
る
」
と
い
う
例
、
逆
に

「
医
師
が
〝
医
療
上
必
要
〟
に
チ

ェ
ッ
ク
す
れ
ば
負
担
が
な
く
な

る
の
で
、
次
回
か
ら
処
方
医
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
よ
う
に

と
促
し
て
い
る
薬
局
が
あ
る
」

と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

【
薬
剤
師
会
】

患
者
の
不
満
の
矢
面
に

　

一
方
、
薬
剤
師
会
会
員
の
回

答
は
、
設
問
①
「
１０
月
以
降
患

者
さ
ん
か
ら
薬
剤
に
関
す
る
問

合
せ
は
増
え
ま
し
た
か
」
に
対

し
て
「
増
え
た
」
３１
・
０
％
、

「
変
わ
ら
な
い
」
６７
・
９
％
、「
そ

の
他
」
１
・
１
％
で
、「
増
え
た
」

と
答
え
た
割
合
は
医
療
機
関
よ

り
約
１０
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。

ま
た
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
た
割

合
も
２４
％
近
く
に
上
り
、
医
療

機
関
よ
り
も
高
か
っ
た
。
ト
ラ

ブ
ル
の
分
類
で
は
「
制
度
の
理

解
が
難
し
く
、
納
得
せ
ず
患
者

が
立
腹
」が
多
い
傾
向
に
あ
り
、

「
説
明
し
て
も
納
得
せ
ず
ほ
か

の
薬
局
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
」、

「
威
圧
的
に
怒
ら
れ
た
」、「
激

昂
し
、
処
方
箋
を
つ
か
み
出
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
」
等
、
実
際

に
薬
を
手
渡
す
調
剤
現
場
で
薬

剤
師
が
患
者
の
不
満
の
矢
面
に

立
た
さ
れ
て
い
る
実
情
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。
ま
た
、「
患
者

が
先
発
医
薬
品
を
希
望
し
選
定

療
養
も
説
明
し
た
の
に
理
解
し

て
お
ら
ず
、
処
方
医
が
先
発
を

指
定
し
て
い
る
と
思
い
込
み
、

患
者
か
ら
処
方
医
に
申
し
入

れ
、
処
方
医
か
ら
お
叱
り
を
受

け
た
」
、「〝
変
更
不
可
〟
に
つ

い
て
医
師
と
患
者
と
の
認
識
が

違
う
」
、「
『
病
院
で
聞
い
た
の

と
話
が
違
う
』
と
言
わ
れ
た
」

等
、
患
者
と
処
方
医
と
の
板
挟

み
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
事

例
も
同
様
に
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。

　

設
問
③
の
「
困
っ
て
い
る
こ

と
、
意
見
・
要
望
」
で
は
、
協

会
会
員
か
ら
は
「
説
明
の
時
間

が
か
か
る
」
が
最
も
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。

　

「
理
解
が
悪
く
興
奮
し
や
す

い
方
は
診
察
室
に
居
座
っ
て
し

ま
う
」
、
「
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
で

あ
れ
ば
問
題
な
い
と
い
う
立
場

で
説
明
す
る
が
、
先
発
品
で
な

け
れ
ば
効
か
な
い
と
主
張
す

る
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
制
度
そ
の
も
の

の
説
明
に
加
え
、
後
発
品
を
不

安
視
す
る
患
者
へ
の
説
明
に
も

時
間
を
要
し
、
そ
れ
が
臨
床
の

現
場
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
事
務
負
担
の
面
で

も
「
レ
セ
コ
ー
ド
の
入
力
が
大

変
。点
数
も
多
少
変
わ
る
の
で
、

入
力
す
る
事
務
の
手
間
が
増
え

た
」
と
い
う
声
も
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
の
他
、「
処
方
時
は

一
般
名
だ
っ
た
が
薬
局
で
選
定

療
養
に
変
更
に
な
る
場
合
に
医

院
会
計
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
」、

「
在
庫
の
有
無
で
選
定
療
養
に

な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
す

る
」
と
制
度
設
計
へ
の
矛
盾
を

指
摘
す
る
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。

【
薬
剤
師
会
】

「
後
発
品
入
荷
な
し
」

制
度
導
入
以
前
の

問
題
を
指
摘

　

市
薬
剤
師
会
会
員
の
回
答
で

は
、
「
薬
剤
の
供
給
不
安
定
」

に
関
す
る
意
見
が
６６
件
と
圧
倒

的
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。「
出

荷
調
整
が
解
決
し
て
い
な
い
の

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
」、「
患

者
に
説
明
を
し
て
了
承
を
得
た

の
に
、
そ
も
そ
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
が
入
荷
し
な
い
」、「
医
薬
品

の
流
通
が
改
善
し
な
い
ま
ま
始

ま
っ
た
こ
と
で
さ
ら
に
混
乱
を

招
い
た
」
な
ど
、
制
度
導
入
以

前
の
問
題
を
突
く
声
が
相
次
い

だ
。

　

医
薬
品
の
流
通
状
況
が
日
々

変
化
し
、
そ
の
都
度
レ
セ
プ
ト

処
理
内
容
が
変
わ
る
こ
と
や
患

者
へ
の
説
明
で
業
務
負
担
が
過

重
に
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、「
加

算
点
で
は
割
に
合
わ
な
い
」
と

の
声
も
。
こ
う
い
っ
た
声
に
押

さ
れ
、
２
０
２
５
年
４
月
よ
り

調
剤
報
酬
の
「
特
定
薬
剤
管
理

指
導
加
算
」
を
現
行
の
５
点
か

ら
１０
点
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

決
定
す
る
な
ど
、
国
も
後
手
の

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

他
、「
（〝
変
更
不
可
〟
に
チ
ェ

「
そ
も
そ
も
薬
が
な
い
」、

「
患
者
の
理
解
得
ら
れ
ず
」
…

矛
盾
、
混
乱
に
現
場
の
不
満
爆
発

Q1.10月以降薬剤の問合せが増えたかQ1.10月以降薬剤の問合せが増えたか

Q2-1.患者等とトラブルがあったかQ2-1.患者等とトラブルがあったか

増えた
20.5％

変わらない
77.3％

無回答・無効回答 1.4％その他 0.7％

増えた
31.0％

変わらない
67.9％

その他 1.1％

〈医療機関〉

あった
19.8％

ない
76.3％

無回答 0.5％その他 3.4％

〈医療機関〉
〈薬局〉

新入会員自己紹介 新入会員自己紹介 file.file. 443、3、 ４４４４

　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫るいくつかの質問をしてみました（連載不定期）。　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫るいくつかの質問をしてみました（連載不定期）。

相模原市南区相模原市南区 ○○医医

水上　香里先生水上　香里先生

自分探しの旅。医学以外のコトばかりやってました。

学生時代のめり込んだことは？

自分の良いところは？

出会いを大切にするところ。

お百姓。

人生をやり直せるとしたら何がしたい？やはり医療者？

日々の診療で、必ず毎日何かしら、
患者さんのお話の中で、発見や感動があること

最近嬉しかったことは？

目指す医師像、歯科医師像は？

常に成長し続ける医師になりたいと思っています。

川崎市麻生区川崎市麻生区 ○○歯歯

大塚　怜先生大塚　怜先生

野球部の練習、アルバイト、遊び。今より休みはなかったです。

学生時代のめり込んだことは？

自分の良いところは？

最後までやりきるところ。

俳優業かっこいいですよね。

人生をやり直せるとしたら何がしたい？やはり医療者？

患者様に「ありがとう」と言ってもらえることが何よりもうれしいです。

最近嬉しかったことは？

目指す医師像、歯科医師像は？

老若男女全ての人に信頼される歯科医師。

　

既
報
の
通
り
協
会
医
療
運
動
部
会
は
、
一
般
社
団
法
人
横
浜
市
薬

剤
師
会（
以
下
、「
薬
剤
師
会
」）
と
合
同
で
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発

医
薬
品
の
処
方
時
の
差
額
徴
収（
い
わ
ゆ
る
長
期
収
載
品
の
選
定
療

養
化
問
題
）
に
つ
い
て
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た（
結
果
の
要
点

は
左
枠
）。

〈薬局〉
その他 0.7％

あった
23.7％

ない
75.5％

n=274

n=274

n=207

n=279

6件 12件

11件11件

21件

12件

5件

7件

3件

33件

15件

11件

28件

21件

横浜市薬剤師会と合同横浜市薬剤師会と合同

薬剤の選定療養アンケート薬剤の選定療養アンケート

薬剤の選定療養：

差額ベッド代のアメニティ部分等、一部負担金とは別途、患者から自費徴収することが

認められている選定療養の枠組みを利用して、昨年10月から「後発医薬品のある先発医薬

品（いわゆる長期収載品）」の処方時に、差額を徴収する運用が開始された。対象薬剤は、

①後発医薬品販売から5年経過したもの（置き換え率1％未満は除外）、②5年経過してい

なくても後発品への置き換えが50％に達しているもの―で1,095品目（「医療上の必要性

があると認められる場合」、「薬局に後発品の在庫がない場合」等、一部対象としない例外規

定あり）。現時点では、差額の4分の3までは保険給付され、差額徴収は4分の1となっている。

n=131
n=58

【
保
険
医
協
会
】

説
明
負
担
が
過
重
に

※ 対象薬剤を処方し
ている医療機関

医
薬
品
の
供
給
安
定
が
優
先

医
薬
品
の
供
給
安
定
が
優
先

制
度
凍
結
を

制
度
凍
結
を

0 5 10 15 20 25 30 350 5 10 15 20 25

Q2-2.主なトラブル事例（医療機関）Q2-2.主なトラブル事例（医療機関） Q3.困っていること・要望（医療機関）Q3.困っていること・要望（医療機関）

①負担増に関する苦情 ①疑義照会が増えた

②制度の理解が難しく、納得せず立腹など
② 選定療養の対象か
　否か判断困難

③副作用・ジェネリックへの忌避感など ③ 説明の時間がかかる

④ 薬剤不足、薬局からの問合せ・
　疑義照会の増加

④ レセコード入力が大変

⑤説明に時間がとられる ⑤薬剤の供給不安定

⑥その他 ⑥その他

⑦トラブルなし ⑦困っていることなし
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医療ソーシャルワーカーが相談に応じます

医療費相談室
℡045-313-2225

次
回
は 4

16 14時～17時

相談無料（水）

事前予約も承ります。地域医療対策部へ
ご連絡ください（℡045-313-2111）

※通話料がかかります。

〇〇乳乳
３１３１
市
町
村
で

市
町
村
で
１８１８
歳
ま
で
対
象

歳
ま
で
対
象

２５２５
年
度
・
医
療
費
助
成
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト

年
度
・
医
療
費
助
成
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト

※1　通院助成の対象年齢 ・「小学校卒」＝小学校卒業後最初の3月31日まで。
　　　　　　　　　　　　　・「中学校卒」＝中学校卒業後最初の3月31日まで。
　　　　　　　　　　　　　・「高 校 卒」＝18歳になった日以降最初の3月31日まで。
※2　入院助成の対象年齢

     ・ 中学校卒まで対象の自治体（横浜・川崎各市）において、
      15歳年度末に入院中で4月以降も入院する場合は、 退院まで補助が継続（要事前申請・最長で18歳年度末）。
     ・ 市町村の財源上乗せにより、保険診療の一部負担金はない（県としての対象は中学校卒まで・一部負担金あり）。

※3　一部負担金　    ・川崎市  …保護者が市民税所得割非課税の場合は一部負担金なし。
                  ・相模原市…養育者が市民税非課税の場合は一部負担金なし。

※4　重度障害者医療費助成制度　　平塚市…年度内の制度変更を検討中。

　

地
域
医
療
対
策
部
は
こ
の
ほ

ど
、
県
内
自
治
体
に
医
療
費
助

成
制
度
の
定
例
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
は

小
児
医
療
費
助
成
（
〇乳
）
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

（
〇親
）、
重
度
障
害
者
医
療
費
助

成（
〇障
）の
３
制
度
を
対
象
に
、

実
態
把
握
を
行
う
た
め
の
も

の
。
県
と
全
て
の
市
町
村
か
ら

は
新
規
の
申
請
が
不
可
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
県
基
準
の
年
齢

制
限
を
設
け
る
市
町
村
は
過
半

数
に
上
る
。
ま
た
所
得
制
限
に

つ
い
て
も
、
半
数
近
く
の
市
町

村
が
、
県
基
準
の
特
別
障
害
者

手
当
の
所
得
制
限（
本
人
の
み
）

に
準
拠
す
る
。

　

物
価
等
の
高
騰
で
家
計
の
経

済
負
担
が
大
き
く
増
え
る
中
、

安
心
し
て
医
療
に
か
か
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
支
え
る
基
盤

と
し
て
、
医
療
費
助
成
制
度
は

欠
か
せ
な
い
。
今
後
、
さ
ら
な

る
拡
充
が
期
待
さ
れ
る
。

回
答
が
あ
っ
た
（
表
１
）。

※
［
調
査
期
間
］
２
０
２
５
年
１

月
２２
日
～
２
月
１９
日
（
そ
の
後
も

随
時
照
会
）
／
回
答
率
１
０
０
％

（
神
奈
川
県
お
よ
び
県
内
３３
市
町
村

よ
り
、メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
回
答
）

　

こ
れ
ら
の
医
療
費
助
成
制
度

は
自
治
体
の
単
独
事
業
。
県
の

制
度
を
ベ
ー
ス
に
市
町
村
が
独

自
財
源
で
〝
上
乗
せ
〟
努
力
を

行
い
、
対
象
の
拡
大
を
図
っ
て

い
る
。
今
年
度
は
３
制
度
と
も

県
で
は
変
更
の
予
定
は
な
い
。

〇乳
に
つ
い
て
は
、
２３
年
度
４

月
よ
り
県
の
対
象
年
齢
が
小
学

校
卒
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
他
都

道
府
県
と
比
べ
て
水
準
は
中
間

に
位
置
す
る
（
表
２
）
。
ま
た

こ
の
間
市
町
村
に
よ
る
対
象
年

齢
拡
大
の
動
き
が
広
が
り
、
２４

年
度
中
に
、
横
浜
市
と
川
崎
市

を
除
く
全
て
の
県
内
市
町
村
で

１８
歳
年
度
末
ま
で
対
象
と
な
っ

た
。
今
年
度
の
変
更
予
定
は
な

い
。

　

市
町
村
の
上
乗
せ
努
力
に
よ

り
格
差
は
解
消
さ
れ
て
き
た

が
、
川
崎
市
と
横
浜
市
で
は
対

象
年
齢
が
中
学
校
卒
ま
で
、
川

崎
市
と
相
模
原
市
で
は
一
部
年

齢
で
通
院
１
回
５
０
０
円
の
負

担
金
が
生
じ
る
。
特
に
川
崎
市

で
は
、
小
学
校
４
～
６
年
齢
に

お
い
て
県
が
設
け
る
「
通
院
１

回
２
０
０
円
」
を
超
え
る
負
担

金
と
な
り
、
県
基
準
を
下
回
る

状
況
が
見
ら
れ
、
多
摩
川
を
挟

ん
だ
東
京
都
と
の
格
差
も
顕
著

で
あ
る
。

〇障
年
齢
・
所
得
の

県
基
準
変
わ
ら
ず

〇親
お
よ
び
〇障
で
は
、
２４
年
４

月
よ
り
県
か
ら
政
令
市
・
中
核

市
へ
の
補
助
率
が
１
／
３
か
ら

１
／
２
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
〇親
に
つ
い
て
は
、
県

は
２５
年
１
月
か
ら
所
得
制
限
限

度
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
、

各
市
町
村
も
県
基
準
に
合
わ
せ

て
緩
和
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
〇障
に
つ
い
て
は
、
前

回
２４
年
度
調
査
か
ら
の
変
更
点

と
し
て
相
模
原
市
で
２４
年
１０
月

か
ら
県
基
準
の
申
請
時
の
年
齢

制
限
が
設
け
ら
れ
、
６５
歳
以
上

県下市町村
《表1》2025年4月1日現在の医療費助成制度 市町村別一覧（地域医療対策部調べ）　変更点は太字で表記。

小児医療費助成制度 重度障害者医療費助成制度

対象年齢（※1・２） 所得制限（入院・通院とも） 一部負担金 一部負担金 年齢制限・所得制限

神奈川県 小学校卒 旧児童手当旧特例給付
基準（以1下、旧特例）

３歳まで︓なし
４歳以降︓通院1回200円
　　　　　入院1日100円
　　　　　（調剤は除く）

あり　入院1日100円
　　　通院1回200円

【年齢制限】
65歳以上の新規適用除外
【所得制限】
特別障害者手当の所得
制限に準拠（本人のみ）

横浜市

中学校卒 なし

なし

なし

なし
川崎市

小学校3年まで︓なし
小学校4年以降︓通院1回500円
　（調剤・入院は除く※3）

相模原市

高校卒

あり　０歳から中学校
卒までなし
高校1年生以降︓令和６年
９月までの児童手当基準

小学校卒まで︓なし
中学1年以降︓通院1回500円
　（調剤・入院は除く※3）

年齢

横須賀市

なし なし

年齢

平塚市 なし※4

鎌倉市
年齢・所得

藤沢市

小田原市 なし

茅ヶ崎市 年齢

逗子市 年齢・所得

三浦市 年齢

秦野市

年齢・所得
厚木市

大和市

伊勢原市

海老名市

年齢
座間市

【負担なし】
身体障害者手帳1級・2
級IQ35以下／精神障
害者保健福祉手帳1級
【1割負担】
身体障害者手帳3級／
IQ36以上50以下

南足柄市

なし

所得

綾瀬市
年齢

葉山町

寒川町
年齢・所得

大磯町

二宮町 年齢

中井町 年齢・所得

大井町 年齢

松田町

年齢・所得山北町

開成町

箱根町

なし真鶴町

湯河原町

愛川町 年齢・所得

清川村 なし

国
制
度
で
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
を

署
名
締
め
切
り
迫
る　

４
月

１４
日
ま
で

　

当
協
会
で
は
、「
住
ん
で
い

る
市
町
村
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

の
受
け
る
医
療
に
格
差
が
あ
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
の
考
え
か

ら
、
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
向
け
て
、
県
や
市
町
村

へ
の
働
き
か
け
を
継
続
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
中
、
〝
国
の
制
度

と
し
て
、
１８
歳
年
度
末
ま
で
を

対
象
と
す
る
医
療
費
窓
口
負
担

無
料
制
度
を
早
期
に
創
設
す
る

こ
と
〟を
請
願
項
目
と
す
る「
子

を
集
約
中
で
あ
る
（
締
め
切

り

：

４
月

１４
日
〈
当
会
必

着
〉）。
署
名
用
紙
は
『
月
刊
保

団
連
２
月
号
』
に
同
封
し
て
い

る
の
で
、
趣
旨
に
ご
賛
同
頂
け

る
先
生
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

＊
署
名
用
紙
の
追
加
注
文
は
地
域

医
療
対
策
部
（

℡

０
４
５
‐

３
１
３
‐
２
１
１
１
）
ま
で

動
に
２
０
２
２
年
か
ら
取
り
組

み
、
こ
れ
ま
で
に
２３
年
５
月
の

国
会
へ
の
第
一
次
提
出
で
は
４

０
８
筆
、
２４
年
５
月
の
国
会
へ

の
第
二
次
提
出
で
は
３
３
５
筆

を
提
出
し
た
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
体
の
累
計
署
名
筆
数
は
１４
万

５
千
６５
筆
）
。

　

現
在
、
２５
年
５
月
の
国
会
へ

の
第
三
次
提
出
に
向
け
て
署
名

《表2》2024年度4月1日現在  都道府県における小児医療費助成制度

（令和6年度こども家庭庁「こどもに係る医療費の助成についての調査」）

※ 交付金のため、対象年齢・所得制限・一部自己負担に関す

る規定なし。交付金の規模は12歳年度末までに担当。

対象年齢 通院 入院
4歳未満 0 0
5歳未満 1 0
就学前 18 14

9歳年度末 4 1
12歳年度末 4 4
15歳年度末 8 15
18歳年度末 11 12
その他※ 1 1

（単位：都道府県）

ど
も
医
療
費
無
料

制
度
を
国
に
求
め

る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
署
名
活
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※ 申込み期間中には、引受保険会社（大樹生命・富国生命・明治安田生命・第一生命）の中で、共済制度の研修を受け選抜された職員がご案内する場合がございます。

●制度の詳細はパンフレット、協会HPをご覧ください。

●資料請求はお電話または2次元コードからも可能です。

神奈川県保険医協会 共済部 045-313-2111

お問合せ
資料請求

ホームページ
（共済制度）

保
険
医
協
会
の
誇
る
２
大
共
済
制
度

春
の
申
込
受
付
開
始

保険医休業保障共済保険

「今はまだ大丈夫」と思っていませんか？ 
いつケガや病気をするかはわかりません

先生のための安心制度

堅実枠は保険医年金 1.202％
予定利率

休業しても家賃や給料の支払いを止めることはできません。休業保障は、病気やケガで診療を休んだ
際に、休業日数に応じて非課税の給付を受けることができます。

積立方法はコツコツ積立「月払」と一気に積立「一時払」の2種類。1968年の創設以来、一度も積
立額が削減されたことはありません。引退後の資金を確実に用意したい先生や、資産運用の分散投
資先にもおすすめです︕

〇脱退時に給付金有り（3年以上加入した場合）

〇代診をおいても給付

〇保険料は加入時から変わりません
加入時の年齢によって1口あたりの保険料が決まり、
その後に上がることはありません！

〇積立方法は月払と一時払の2種類
【月　払】1口月額1万円~30口月額30万円まで。
【一時払】一度のお申込みにつき、
　　　　 1口50万円~40口2,000万円。
　　　　 ※月払1口以上の加入が必要です。

〇年金受給または一時金でも受取可能
満期は80歳到達後に迎える最初の9月1日となりますが、
受取時期や受取方法を加入時に決める必要はございません。
加入口ごとの部分解約も可能です。

〇加入者数は約5万人、積立金総額は1兆円超え
スケールメリットを活かして、
手数料が拠出型企業年金の中でも最も低い水準に抑えられています。
※加入後一定期間は積立額が掛金額を下回ります。

〇他の制度（所得補償保険など）の受給に
　関係なく給付

給付金額（1口あたり、通算500日まで）：
入院1日8,000円（入院免責なし）、自宅療養1日6,000円（免責3日あり）
同一疾病による再休業も何度でも請求可能です（通算500日
の範囲内）。

締切日 5月25日

加入日 8月1日

加入可能年齢（加入日時点）

59歳6カ月未満

締切日 6月15日

加入日 9月1日

加入可能年齢（加入日時点）

新規加入

増口

満74歳まで

満79歳まで
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研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

4月20日(日)午後1時～

１

日

で

わ

か

る

税

務

労

務

セ

ミ

ナ

ー

　

医
院
経
営
で
「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
！
」
と

い
う
情
報
を
、
短
時
間
で
お
伝
え
し
ま
す
。
「
税
務
」
は
、

開
業
し
て
日
が
浅
い
方
や
税
務
の
基
礎
知
識
を
復
習
し
た

い
方
に
、
「
労
務
」
は
関
心
が
あ
る
方
や
正
し
い
労
務
法

制
の
知
識
を
新
た
に
身
に
付
け
た
い
方
、
復
習
し
た
い
方

向
け
の
講
演
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　【
第
１
部
】「
税
務
」

　
　
　
　
税
理
士

須
藤　

ふ
み
代
氏

　
　
　
　【
第
２
部
】「
労
務
」

　
　
　
　
社
会
保
険
労
務
士

菅
原　

由
紀
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
申
込
み
締
切
日

：

４
月
１６
日（
水
）

※
受
講
の
際
は
左
記
テ
キ
ス
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
既

に
テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
別
途
ご
購
入
い
た

だ
く
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）。

　【
使
用
テ
キ
ス
ト
】

　
①
税
務
『
保
険
医
の
経
営
と
税
務
２
０
２
５
年
版
』

１
千
５
０
０
円
（
送
料
・
税
込
）

　
②
労
務
『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
２
２
年
版
』

１
千
５
０
０
円
（
送
料
・
税
込
）

※
②
の
最
新
版
は
２
０
２
２
年
版
と
な
り
ま
す
。

※
著
作
権
の
都
合
に
よ
り
、
当
日
は
テ
キ
ス
ト
の
画
面
共

有
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、

テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に
お
申

込
み
の
上
、
必
ず
「
事
前
購
入
」
し
、
受
講
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部

4月18日(金) 4月17日(木)午後7時30分～

横

浜

支

部

研

究

会

と
　
き
　
４
月
１８
日
（
金
）
午
後
７
時
３０
分
～

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
コ
ツ
を
つ
か
ん
で

頭
痛
患
者
さ
ん
を
救
お
う
！
」

講
　
師
　
せ
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

副
院
長

川
口　

千
佳
子
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
横
浜
支
部

第
６３３

回

月

例

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
抗
核
抗
体
測
定
の

タ
イ
ミ
ン
グ
と
結
果
の

解
釈
に
つ
い
て
」

講
　
師
　
聖
隷
横
浜
病
院

　
　
　
　
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
長

山
田　

秀
裕
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
都
合
に
よ
り
、
４
月
開
催
分
の
研
究
会
に
つ
い
て
は
、

本
研
究
会
の
日
医
生
涯
教
育
講
座
の
単
位
を
ご
取
得
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。
こ
の
度
は
、
ご
不
便
お
か
け
し
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
申
込
み
　
研
究
部

4月19日(土)午後6時～ 4月19日(土)午後3時～

臨

床

懇

話

会

　

Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
（
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
）
の
治
療
で

あ
る
耳
石
置
換
法
（
代
表

：E
pley

法
）
と
前
庭
リ
ハ
ビ

リ
を
学
習
す
る
こ
と
は
め
ま
い
治
療
の
手
札
を
増
や
し
、

明
日
か
ら
の
診
療
に
す
ぐ
使
え
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
目
で
見
る
イ
プ
リ
法
と

体
得
す
る
前
庭
リ
ハ
ビ
リ
」

講
　
師
　
横
浜
市
立
み
な
と
赤
十
字
病
院

　
　
　
　
め
ま
い
・
平
衡
神
経
科

　
　
　
　
部
長

新
井　

基
洋
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
都
合
に
よ
り
、
４
月
開
催
分
の
研
究
会
に
つ
い
て
は
、

本
研
究
会
の
日
医
生
涯
教
育
講
座
の
単
位
を
ご
取
得
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。
こ
の
度
は
、
ご
不
便
お
か
け
し
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
申
込
み
　
研
究
部

平

和

講

演

会
・

横

浜

　

２
０
２
４
年
、
被
爆
者
の
立
場
か
ら
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
て
き
た
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
被
団
協
）

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
広
島
、
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
か
ら
８０
年
を
迎
え
被
爆
体
験
の
語
り
部
が
減

少
す
る
中
、
核
の
実
相
を
次
世
代
へ
伝
承
し
て
い
く
活
動

が
、
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
講
演
会
で
は
、

臨
床
医
の
立
場
か
ら
み
た
核
が
及
ぼ
す
健
康
被
害
に
つ
い

て
も
お
話
し
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
被
爆
者
と
医
師
が
語
る
、

核
の
実
相
」

講
　
師
　
⑴
神
奈
川
県
原
爆
被
災
者
の
会

　
　
　
　
　
会
長

丸
山　

進
氏

　
　
　
　
⑵
内
科
医
師

牛
山　

元
美
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
０
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
当
日
会
場
に
て
、
カ
ン
パ
を
募
り
ま
す
。

※
午
後
２
時
３０
分
よ
り
、
反
核
医
師
の
会
・
総
会
を
行
い

　
ま
す
。
会
員
の
先
生
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

共
　
催
　
核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
／
神
奈
川
県

保
険
医
協
会

お
申
込
み

核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
（
神
奈
川
県

保
険
医
協
会
事
務
局
内
）

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

4月11日(金)午後7時～
初
診
料
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来
診
療
医
療
安
全

対
策
加
算
（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算（
外
感
染
１
・
２
）の
施
設
基
準
研
修
会

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急

時
の
対
応
、医
療
事
故
、

院
内
感
染
防
止
対
策
、

感
染
経
路
別
予
防
策
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
感
染
症
等
に
対
す

る
対
策
・
発
生
動
向
等
」

講
　
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現

東
京
科
学
大
学
）

　
　
　
　
名
誉
教
授

深
山　

治
久
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で

き
る
の
は
１
名
様
ま
で
で
す
。
同
じ

医
療
機
関
か
ら
複
数
名
で
申
込
む
場

合
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※
ご
参
加
の
際
は
、
必
ず
ご
自
身
の
お
名
前
で
ご
登
録
さ

れ
た
登
録
確
認
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ご
登
録
氏
名
と
別
の
方
で
の
ご
参
加
、

同
じ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
複
数
名
の
ご
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
研
究
会
終
了
後
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
に
回
答
し
、
か
つ
講
演
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方（
会
員
本
人
の
み
）

に
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
（
申
込
み
時
に
ご
登
録

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
お
送
り
す

る
予
定
で
す
）。

※
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
未
回
答

の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接
続

ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か
ね

ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確
認

の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
「
医
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
医

療
安
全
管
理
研
修
（
年
に
２
回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）」
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

4月8日　
～4月17日

４
月
８
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
９
日
（
水
）

学
術
部
会
１９
時
３０
分
。
歯
科

研
究
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
１０
日
（
木
）

第
３２
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

４
月
１１
日
（
金
）

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

１９
時
。新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
１２
日
（
土
）

写
真
教
室
１８
時
。

４
月
１５
日
（
火
）

研
究
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
１６
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
歯
科

特
別
研
究
会
１９
時
。
新
聞
編

集
会
議
１９
時
。
医
療
運
動
部

会
１９
時
３０
分
。

４
月
１７
日
（
木
）

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９

時
。
月
例
研
究
会
１９
時
３０
分
。
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開
業
医
を

開
業
医
を
多
彩
多
彩
に
サ
ポ
ー
ト

に
サ
ポ
ー
ト

開
業
医
を

開
業
医
を
多
彩
多
彩
に
サ
ポ
ー
ト

に
サ
ポ
ー
ト

（
Ｑ
）
医
療
情
報
取
得
加
算
を
初
診

時
に
算
定
し
、
翌
月
の
再
診
時
に
医

療
情
報
取
得
加
算
は
算
定
で
き
ま
す

か
。
そ
れ
と
も
初
診
時
の
算
定
か
ら

３
カ
月
後
で
な
け
れ
ば
算
定
で
き
ま

せ
ん
か
。

（
Ａ
）
初
診
時
の
翌
月
に
算
定
可
能

で
す
。
再
診
時
に
医
療
情
報
取
得
加

算
を
算
定
し
た
場
合
は
、
３
カ
月
後

の
再
診
時
に
再
度
算
定
可
能
と
な
り

ま
す
。

（
Ｑ
）
外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
の

発
熱
患
者
等
対
応
加
算
に
つ
い
て
、

下
痢
や
嘔
吐
の
症
状
を
有
し
て
い
る

が
、
発
熱
の
な
い
患
者
に
も
算
定
で

き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
で

あ
れ
ば
発
熱
が
な
く
て
も
算
定
可
能

で
す
。
発
熱
患
者
等
対
応
加
算
は
、

発
熱
、
呼
吸
器
症
状
、
発
し
ん
、
消

化
器
症
状
、
神
経
症
状
な
ど
の
感
染

症
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
患
者
に
対
し

て
、
適
切
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

た
う
え
で
診
療
し
た
場
合
に
算
定
で

き
ま
す
。

（
Ｑ
）
外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
は

発
熱
や
感
染
症
で
は
な
い
患
者
に
も

算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
同
加
算
は
発
熱
外
来
の
「
体
制
」

を
評
価
し
て
い
る
点
数
の
た
め
、
発

熱
等
の
患
者
以
外
に
も
算
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
Ｑ
）
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

あ
る
い
は
（
Ⅱ
）
と
、
外
来
管
理
加

算
の
併
算
定
は
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
同
日
に
併
算
定
は
で
き
ま
せ

ん
。
同
月
で
あ
っ
て
も
別
日
で
あ
れ

ば
併
算
定
可
能
で
す
。

（
Ｑ
）
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅱ
）

を
算
定
し
て
い
ま
す
が
、
翌
月
か
ら

生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）
の
算
定

に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
生
活

習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）
を
算
定
し
た

場
合
、
（
Ⅰ
）
を
最
後
に
算
定
し
た

に
も
算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
算
定
で
き
ま
せ
ん
。
特
定
疾

患
療
養
管
理
料
に
お
い
て
は
、
家
族

受
診
の
際
に
も
算
定
可
能
な
旨
が
明

示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
習
慣
病

管
理
料
に
お
い
て
は
可
能
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

で
き
ま
せ
ん
か
。

（
Ａ
）
検
査
の
実
施
は
必
須
要
件
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
小
児
口
腔
機

能
管
理
料
は
、
１８
歳
未
満
の
口
腔
機

能
の
発
達
不
全
を
認
め
る
患
者
に
対

し
て
、
正
常
な
口
腔
機
能
の
獲
得
を

目
的
と
し
て
行
う
医
学
管
理
を
評
価

し
た
も
の
を
い
い
、
関
係
学
会
の
診

断
基
準
に
よ
り
口
腔
機
能
発
達
不
全

症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
患
者
の
う
ち

評
価
項
目
に
お
い
て
３
項
目
以
上
に

該
当
す
る
小
児
に
対
し
て
算
定
す
る

も
の
で
す
。

（
Ｑ
）
加
圧
根
管
充
填
処
置
（
加
圧

根
充
）
を
行
っ
た
時
は
、
根
管
充
填

後
に
歯
科
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
で
緊
密

な
根
管
充
填
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
歯

科
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
加
圧
根
充
を
算
定
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
か
。

（
Ａ
）
①
妊
娠
中
で
同
意
が
得
ら
れ

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
歯
科
エ
ッ

ク
ス
線
撮
影
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
②
異
常
絞
扼
反
射

を
有
す
る
患
者
に
つ
い
て
、
歯
科
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
り
緊
密
な
根
管

充
填
の
確
認
が
困
難
な
場
合
は
代
わ

り
に
歯
科
部
分
パ
ノ
ラ
マ
断
層
撮
影

（
通
常
の
パ
ノ
ラ
マ
断
層
撮
影
は
不

可
）
で
も
良
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
由
に
該
当
し
な
い

場
合
は
、
歯
科
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
が

必
須
と
な
り
ま
す
。

（
Ｑ
）
ブ
リ
ッ
ジ
を
除
去
す
る
際
、

冠
や
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
除

去
料
と
は
別
に
、
冠
と
ポ
ン
テ
ィ
ッ

ク
の
間
の
切
断
料
と
し
て
「
歯
冠
修

復
物
又
は
補
綴
物
の
除
去
」
の
困
難

な
も
の
４８
点
が
算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
冠
・
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
除
去

料
は
そ
れ
ぞ
れ
算
定
可
能
で
す
。
切

断
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
も
歯
冠
修

復
物
の
連
結
部
を
切
っ
た
時
に
除
去

料
４８
点
（
困
難
な
も
の
）
が
算
定
で

き
る
と
の
取
扱
い
の
た
め
、
冠
と
ポ

ン
テ
ィ
ッ
ク
の
間
を
切
断
し
た
時
は

算
定
不
可
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
か
ら
６
月
以
内
は
（
Ⅱ
）
が
算
定

で
き
ま
せ
ん
（
４
月
に
（
Ⅰ
）
を
算

定
し
た
場
合
、
５
～
９
月
に
（
Ⅰ
）

を
算
定
し
な
け
れ
ば
、１０
月
に
（
Ⅱ
）

を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

（
Ｑ
）
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）
、

（
Ⅱ
）
に
関
し
て
、
患
者
本
人
が
受

診
で
き
ず
家
族
が
代
理
受
診
し
た
際

（
Ｑ
）
歯
科
衛
生
実
地
指
導
料
（
実

地
指
）
や
、
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
料

（
訪
衛
指
）
算
定
時
に
患
者
に
提
供

す
る
文
書
に
お
い
て
、
指
導
を
行
っ

た
歯
科
衛
生
士
の
氏
名
を
記
載
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
姓

名
両
方
を
記
載
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
か
。

（
Ａ
）
令
和
６
年
４
月
１２
日
付
の
疑

義
解
釈
よ
り
、
歯
科
衛
生
士
の
氏
名

に
つ
い
て
は
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
等
の
観
点
か
ら
名
字
の
み

の
記
載
で
差
し
支
え
な
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
Ｑ
）
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
患
者

に
対
し
て
算
定
す
る
小
児
口
腔
機
能

管
理
料
は
、
小
児
口
唇
閉
鎖
力
検
査

や
舌
圧
検
査
を
実
施
し
な
い
と
算
定

介
護
報
酬

（
Ｑ
）
主
治
医
意
見
書
の
作
成
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険
法
に
よ

る
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
と
し

て
指
定
（「
み
な
し
指
定
」
）を
受
け
て

い
ま
せ
ん
が
、
作
成
可
能
で
す
か
。

（
Ａ
）
「
み
な
し
指
定
」
医
療
機
関
で

な
く
と
も
、
主
治
医
意
見
書
の
作
成

は
可
能
で
す
。

（
Ｑ
）
初
め
て
作
成
し
ま
す
が
、
作

成
料
は
ど
の
よ
う
に
請
求
す
れ
ば
よ

い
で
す
か
。
ま
た
患
者
の
窓
口
負
担

は
あ
り
ま
す
か
。

（
Ａ
）
初
回
の
医
療
機
関
へ
は
、
作

成
依
頼
書
と
請
求
書
が
セ
ッ
ト
で
市

町
村
か
ら
郵
送
さ
れ
る
の
で
、
請
求

書
に
て
振
込
先
口
座
を
指
定
し
ま

す
。
請
求
書
は
原
則
と
し
て
市
町
村

に
提
出
し
ま
す
が
、
国
保
連
に
支
払

い
事
務
を
委
託
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
た
め
、
詳
細
は
各
市
町
村
へ
ご
照

会
く
だ
さ
い
。

　

意
見
書
を
提
出
す
れ
ば
請
求
行
為

は
不
要
で
、
後
日
所
定
の
口
座
に
全

額
振
り
込
ま
れ
ま
す
（
金
額
は
上
表

の
通
り
）
。
し
た
が
っ
て
、
患
者
の

窓
口
負
担
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

税
務
・
労
務
・
経
営
等

（
Ｑ
）「
カ
ル
テ
を
開
示
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
た
ら
…
？

（
Ａ
）
対
応
は
請
求
者
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
共
通
し
て
主
に
５
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
①
開
示
請

求
は
口
頭
だ
け
で
な
く
書
面
で
も
請

求
し
て
も
ら
い
、
記
録
と
し
て
残
す
、

②
自
費
で
費
用
の
請
求
が
可
能
、
③

即
日
対
応
が
難
し
け
れ
ば
後
日
で
も

可
、
④
原
則
は
対
面
に
て
書
面
で
開

示
資
料
を
渡
す
こ
と
が
望
ま
し
い
、

⑤
郵
送
の
場
合
は
本
人
確
認
と
費
用

の
支
払
い
確
認
を
し
っ
か
り
行
う

（
前
払
制
な
ど
）―
で
す
。
ま
た
、
院

内
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
開
示
の
方
法
を
掲
載
す
る
こ
と
も

有
用
で
す
。
請
求
者
ご
と
に
留
意
す

べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

[

例]

患
者
本
人
か
ら
…
原
則
と
し
て

開
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
治
療
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を

及
ぼ
す
場
合
や
、
開
示
す
る
こ
と
が

本
人
ま
た
は
第
三
者
の
権
利
・
利
益

を
害
す
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て

そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
開
示
し
な

い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
持
参
す
る
カ
ル
テ
は
当
該
患
者
の

直
近
の
初
診
日
か
ら
で
は
な
く
、

患
者
が
初
め
て
医
療
機
関
に
来
院

し
た
日
か
ら
。

　

新
規
個
別
指
導
を
無
事
通
過
で
き

る
だ
ろ
う
か
―
―
―
。

　

多
く
の
新
規
開
業
医
は
不
安
に
思

っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、

・
新
規
個
別
指
導
は
開
業
後
お
お
む

ね
１
年
程
度
で
実
施
さ
れ
、
対
象

は
す
べ
て
の
保
険
医
療
機
関
。

・
個
別
指
導
の
実
施
通
知
は
１
カ
月

前
に
届
く
。

…
と
い
っ
た
具
体
的
内
容
は
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
神
奈
川
県
保
険
医
協

会
は
「
新
規
指
定
医
講
習
会
」
と
「
個

別
指
導
相
談
」
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら

の
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

　

「
新
規
指
定
医
講
習
会
」
は
当
協

会
の
役
員
が
講
師
を
務
め
、
主
に
▽

保
険
診
療
の
範
囲
や
診
療
報
酬
の
仕

組
み
等
保
険
医
と
し
て
最
低
限
知
っ

て
お
く
べ
き
保
険
診
療
の
基
礎
ル
ー

ル
、
▽
個
別
指
導
当
日
に
向
け
て
の

準
備
資
料
や
注
意
事
項
、
▽
返
戻
・

査
定
等
レ
セ
プ
ト
審
査
の
仕
組
み
と

留
意
点
―
等
の
理
解
を
目
的
と
し
た

講
習
会
（
年
に
６
回
程
度
開
催
）
で

す
。
医
科
は
テ
キ
ス
ト
で
の
解
説
に

加
え
、
審
査
指
導
担
当
役
員
に
よ
る

臨
場
感
あ
ふ
れ
る「
模
擬
個
別
指
導
」

の
動
画
を
通
じ
て
、
当
日
の
イ
メ
ー

ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歯

科
は
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
、
歯
科
特

有
で
特
に
疑
問
の
多
い
▽
技
工
指
示

書
等
の
持
参
物
、
▽
補
綴
物
等
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
▽
歯
科
衛
生
士

の
業
務
範
囲
・
業
務
記
録
の
作
成
―

等
を
丁
寧
に
解
説
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
個
別
指
導
相
談
」
は
指
導
当
日

前
に
相
談
日
を
設
け
、
持
参
書
類
や

当
日
の
注
意
点
等
の
相
談
に
ベ
テ
ラ

ン
医
師
・
歯
科
医
師
が
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
応
じ
ま
す
。
相
談
に
応
じ
た
先

生
か
ら
は
「
最
近
の
新
規
個
別
指
導

を
受
け
ら
れ
る
先
生
方
は
準
備
が
十

分
な
先
生
が
多
い
印
象
で
す
が
、
丁

寧
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
重
箱
の
隅
を

つ
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
本
番

の
方
が
か
え
っ
て
楽
だ
っ
た
と
の
声
も

い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
も
あ

る
ほ
ど
、
細
か
い
点
ま
で
行
き
届
い
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人

一
人
に
沿
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
で
、
相
談
を
受
け
ら
れ
た
先
生
か

ら
は
「
指
導
日
直
前
に
予
行
練
習
を
し

て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
管
理
料
の

生
活
習
慣
病
管
理
料
の

併
算
定
、
変
更
は
…

併
算
定
、
変
更
は
…

主
治
医
意
見
書
・

主
治
医
意
見
書
・

カ
ル
テ
開
示
の
留
意
点

カ
ル
テ
開
示
の
留
意
点

電話一本で解決
　保険点数の算定、レセプトの記載や綴じ方、公費負担医療制度の取り

扱いや雇用に関する質問など、分からないことはお気軽にお電話くださ

い。会員医療機関からのお問合せは無料で受け付けております。年に2万

8,000件の問合せ実績あり。ここではお問合せ事例を一部紹介いたします。

協会の問合せ事業について協会の問合せ事業について

――いつ問合せを行うことができますか。いつ問合せを行うことができますか。

月曜日～金曜日の9時から17時まで対応しております月曜日～金曜日の9時から17時まで対応しております

（12：30～13：30、年末年始を除く）。（12：30～13：30、年末年始を除く）。

―月に問合せは何件ほどありますか。―月に問合せは何件ほどありますか。

医科： 約2,000件です。改定時期には3,500件を超えることもあります。医科： 約2,000件です。改定時期には3,500件を超えることもあります。

歯科： 約   750件です。改定時期には1,500件を超えることもあります。歯科： 約   750件です。改定時期には1,500件を超えることもあります。

―どのような質問が多いですか。―どのような質問が多いですか。

医科： 様々な診療科があるため、日常診療における幅広い内容が寄せ医科： 様々な診療科があるため、日常診療における幅広い内容が寄せ

られます。最近では、2024年度改定で大きく変わった「生活習られます。最近では、2024年度改定で大きく変わった「生活習

慣病管理料（Ⅰ）・（Ⅱ）」の算定・運用方法や、医療DX推進体慣病管理料（Ⅰ）・（Ⅱ）」の算定・運用方法や、医療DX推進体

制整備加算やベースアップ評価料の届出方法等が多いです。ま制整備加算やベースアップ評価料の届出方法等が多いです。ま

た在宅専門医療機関の増加、そして複雑さが増す診療報酬を背た在宅専門医療機関の増加、そして複雑さが増す診療報酬を背

景に、「在宅医療」の問合せが年々増えています。査定相談では、景に、「在宅医療」の問合せが年々増えています。査定相談では、

検査や投薬の内容について多く質問をいただきます。検査や投薬の内容について多く質問をいただきます。

歯科： 歯冠修復や欠損補綴に関する質問が多く、これは2024年度改定歯科： 歯冠修復や欠損補綴に関する質問が多く、これは2024年度改定

でCAD／CAM冠用材料（Ⅲ）を大臼歯に使用する際の要件のでCAD／CAM冠用材料（Ⅲ）を大臼歯に使用する際の要件の

複雑化も一因です。また、2024年度の改定では、特に施設基準複雑化も一因です。また、2024年度の改定では、特に施設基準

の届出について多く質問をいただきました。これは、改定前まの届出について多く質問をいただきました。これは、改定前ま

で算定する医療機関が多かった歯科外来診療環境体制加算（外で算定する医療機関が多かった歯科外来診療環境体制加算（外

来環）が歯科外来診療医療安全対策加算（外安全）と歯科外来来環）が歯科外来診療医療安全対策加算（外安全）と歯科外来

診療感染対策加算（外感染）に分かれたことに伴う経過措置が診療感染対策加算（外感染）に分かれたことに伴う経過措置が

できたことも影響しました。できたことも影響しました。

カルテ記載から当日の心構えまでカルテ記載から当日の心構えまで

新規個別指導新規個別指導を学ぶを学ぶ

神奈川県保険医協会神奈川県保険医協会 ℡ 045‐313‐2111／ホームページ https://www.iiiryou.com/

ご入会のお申込み、お問合せは下記までご連絡ください。

〒221-0835  横浜市神奈川区鶴屋町2-23-2 TSプラザビルディング2階

横浜市神奈川区 ○歯

水谷成孝先生

協会研究会は……、協会研究会は……、

・・診療科問わず診療科問わず
・・WEB参加可能WEB参加可能
・・原則無料原則無料
・・アーカイブ配信アーカイブ配信もも

在宅 施設

新規申請時 5,000円 4,000円

継続申請時 4,000円 3,000円

※消費税分が加算して支払われる

主治医意見書作成料

検索窓に気になるキーワード例）「生活習慣病管理料

を入力、またはカテゴリから選択

ホームページ内「よくある質問」ホームページ内「よくある質問」

【臨床懇話会】「脳梗塞治療 UP TO DATE」

【月例研究会】ポリファーマシー対策

【歯科臨床研究会】地域における
障害者歯科診療の実践と展望

【共済セミナー】保険医年金の上手な活用方法
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歯科

介護等

個別指導相談個別指導相談

　歯科医師の水谷成孝です。今回は

保険医協会主催の学術研究会参加の

お誘いです。保険医協会の活動内容

は①会員への多方面なサポート、②

保険診療情報の提供、③グループ（生

命）保険などの共済制度、④種々の

研究会・講演会・学習会・講習会・

セミナーの開催などがあります。

　研究会は学術、趣味、医療保険な

ど多岐にわたっていますが、今回は

学術についてです。講演は大きく分けて医科用と歯科用の内

容がありますが、どちらの内容にも参加可能です。それも、

対面でもWEBでもです。これが魅力的で、なかなか聴取で

きない他科の講演が聞けるし、しかも入会していれば、一般

的には高価な受講料が必要な講演も、高名な先生のお話もほ

ぼ全ての内容が無料です。私は歯科の研究会以外の医科の内

容についても興味深く勉強させてもらっています。

　歯科医師も以前と異なり医科の知識が広く求められてい

ます。是非、皆様と一緒に幅広く医科の知識を学びましょう。

入会をお待ちしています。

新規指定医講習会新規指定医講習会

ホームページトップからこのバナーが目印

【実施通知が届く前】　 　【実施通知が届く前】　 　新規指定医講習会で学ぶ新規指定医講習会で学ぶ

　　　　　　 　　 ＊  　　 ＊ 新規開業をされた先生を対象に、保険診療新規開業をされた先生を対象に、保険診療
の基本ルールの習熟や審査・指導対策を目の基本ルールの習熟や審査・指導対策を目
的とする講習会を開催しています。過去に的とする講習会を開催しています。過去に
は、より理解を深めるために4度参加したは、より理解を深めるために4度参加した
先生もいらっしゃるほど好評先生もいらっしゃるほど好評です。です。

【実施通知が届いたら】　 「事前提出物」の準備【実施通知が届いたら】　 「事前提出物」の準備
　　　 　 　＊ 実施通知が届いたら、保険医協会へご連絡　　　 　 　＊ 実施通知が届いたら、保険医協会へご連絡

ください。「何をどのように準備すればよいください。「何をどのように準備すればよい
のか」等について具体的にレクチャーのか」等について具体的にレクチャーします。します。

【書類準備ができたら】 　 個別指導相談【書類準備ができたら】 　 個別指導相談
　　　　　　 　　 ＊ 持参書類のアドバイスから当日の心構えま 　　 ＊ 持参書類のアドバイスから当日の心構えま

で、経験豊富な医師・歯科医師が懇切丁寧で、経験豊富な医師・歯科医師が懇切丁寧
に面談しまに面談します。す。

【当日】　　　　　　　　  個別指導【当日】　　　　　　　　  個別指導
　　　　　 ＊ ぜひリラックスして臨んでください。　　　　　 ＊ ぜひリラックスして臨んでください。

【結果通知がきたら】　　　協会にご連絡を【結果通知がきたら】　　　協会にご連絡を
　　　　 　 ＊ 個別指導の約1カ月後に、結果が文書で届　　　　 　 ＊ 個別指導の約1カ月後に、結果が文書で届

きます。結果を保険医協会まで教えていたきます。結果を保険医協会まで教えていた
だけましたら幸いだけましたら幸いです。です。

　＊ その他、機関紙「神奈川県保険医新聞」を通じて、　＊ その他、機関紙「神奈川県保険医新聞」を通じて、
今年度の個別指導実施計画や昨年度の結果を掲載今年度の個別指導実施計画や昨年度の結果を掲載しし
ています。指導での主な指摘事項や再指導率、平均ています。指導での主な指摘事項や再指導率、平均
自主返還金額もお伝えします自主返還金額もお伝えします（（資料は資料は関東信越厚生関東信越厚生
局へ開示請求をして入手しています）局へ開示請求をして入手しています）。個別指導の通。個別指導の通
知が届きましたら、ぜひ保険医協会へご相談くださ知が届きましたら、ぜひ保険医協会へご相談くださ
い（い（ ℡  ℡ 045‐313‐2111045‐313‐2111）。）。

個別指導当日までの流れ個別指導当日までの流れ
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会員はどんな人？
神奈川県内の開業医師・歯科医師ら神奈川県内の開業医師・歯科医師ら

6,519名6,519名がが

会員です！会員です！（2025年3月28日現在）（2025年3月28日現在）

＊ 医科では県内の5割、歯科では4割の開業医が加入。＊ 医科では県内の5割、歯科では4割の開業医が加入。

どんな活動をしているの？
　神奈川県保険医協会は1963年の設立以来、「保険医　神奈川県保険医協会は1963年の設立以来、「保険医

の経営・権利を守り、国民医療を向上させる」ことをの経営・権利を守り、国民医療を向上させる」ことを

旗印に活動しています。旗印に活動しています。

　このため、国民の皆さんとも力を合わせ、社会保障　このため、国民の皆さんとも力を合わせ、社会保障

拡充や医療制度改善を目指しています。拡充や医療制度改善を目指しています。

どんな事業を利用できるの？
　会員の医療活動を支えるために、様々な事業を行っています。　会員の医療活動を支えるために、様々な事業を行っています。

　1）  診療報酬の算定や査定についてのご相談、診療報酬、医療制　1）  診療報酬の算定や査定についてのご相談、診療報酬、医療制

度改定など、保険診療に欠かせない情報をお知らせします。度改定など、保険診療に欠かせない情報をお知らせします。

電話でのお問合せにお答えするほか、説明会開催、機関紙で電話でのお問合せにお答えするほか、説明会開催、機関紙で

の解説、書籍の発行なども行います。の解説、書籍の発行なども行います。

　2）  良い医療を行うのに役立つ学術研究会を開催しています。　2）  良い医療を行うのに役立つ学術研究会を開催しています。

　3）  税金、雇用など医療経営について情報提供、また、相談にも　3）  税金、雇用など医療経営について情報提供、また、相談にも

応じています。応じています。

　4）  生活設計や医療を支えるため、共済制度を実施しています。　4）  生活設計や医療を支えるため、共済制度を実施しています。

保険医年金、グループ保険、医師賠償責任保険、ほか。保険医年金、グループ保険、医師賠償責任保険、ほか。

　5）  地域医療活動推進のため情報収集を行いお知らせします。　5）  地域医療活動推進のため情報収集を行いお知らせします。

　6）  医療制度改善のために要求をまとめ、政策立案をしています。　6）  医療制度改善のために要求をまとめ、政策立案をしています。

　7）  文化、スポーツ行事も行っています。　7）  文化、スポーツ行事も行っています。

　8） 月に3回神奈川県保険医新聞を発行しています。　8） 月に3回神奈川県保険医新聞を発行しています。

会費はいくら？

月会費 6,000円月会費 6,000円

入会金 6,000円入会金 6,000円です。です。

多多くの事業は無料でご利用いただけます。くの事業は無料でご利用いただけます。

無料無料

（会費相殺）（会費相殺）

・電話相談・電話相談

　… 保険算定・査定・返戻から、患　… 保険算定・査定・返戻から、患

者トラブル、助成金制度にまつ者トラブル、助成金制度にまつ

わるご相談まで、広く承ります。わるご相談まで、広く承ります。

・個別指導に関するご相談・個別指導に関するご相談

・多くの研究会・講習会・多くの研究会・講習会

　… 月例研究会、歯科臨床研究会、　… 月例研究会、歯科臨床研究会、

臨床懇話会、経営研究会など臨床懇話会、経営研究会など

・ ・ 機関紙・メルマガ・FAXニュースの購読機関紙・メルマガ・FAXニュースの購読

有料有料

（別途費用が（別途費用が

必要なもの）必要なもの）

・共済制度の利用・共済制度の利用

・一部の研究会・講習会・一部の研究会・講習会

　…スタッフ向け講習会など　…スタッフ向け講習会など

保険医協会とは保険医協会とは
　未入会の先生方からよく寄せられるご質問　未入会の先生方からよく寄せられるご質問

を紹介します。を紹介します。

1 いち早い、1 いち早い、診療報酬情報診療報酬情報――FAXニュースでFAXニュースでお知らせお知らせ――
　昨年の診療報酬改定では、多くの疑義解釈が発出されました。今年1月からは、ベースアッ

プ評価料の提出様式が大幅に簡素化されています。

　こうした厚労省からの通知を、主に診療所に係る部分を抜粋し、簡潔に分かりやすく、

FAXニュースとしていち早くお伝えします（メールマガジンもございます）。

2 漏れなく周知2 漏れなく周知―支援制度情報――支援制度情報―

　2024年度厚生労働省補正予算で措置された「医療施設等経営強化緊急支援事業」は2025

年度に繰越予定となっております。協会では、県下の医療機関向けの支援制度情報を網羅し、申

込方法や期日等をFAXや保険医新聞等で周知。申請に際しての疑問にもお答えしてきました。

　今後の新たな支援制度につきましては、情報が発出され次第、会員の先生方にお伝えいたし

ます。

3 3 会員要望に基づき要請会員要望に基づき要請―議員らに政策提案――議員らに政策提案―

　協会は会員調査を通じて、マイナ保険証やオンライン資格確認への対応に追われる医療機関

の現状を明らかにし、マスコミを通じて広く発信しました。また集めた声は国会議員らに届け、

現場開業医の立場から政策改善を要請。健康保険証復活に向け、国会議員らとの懇談を重ね尽

力しています。ベースアップ評価料・生活習慣病管理料の問題に対し、厚労省への改善要請も

行いました。

4 4 今知りたい、今知りたい、学びを提供学びを提供―WEB配信で研究会開催――WEB配信で研究会開催―

　開業医の診療向上や経営支援を目的に各種研究会を開催。年間50回以上行われる協会行事の多

くは無料で参加できます。遠方からでも参加いただけるよう、WEB配信の体制も整えました。

　研究会テーマは、在宅医療や歯科訪問診療を始めたいと考えている先生の後押しから、認知

症関連や医院経営についてなど、多岐にわたります。

5 5 患者さんへの発信患者さんへの発信―院内ポスターも幅広く用意――院内ポスターも幅広く用意―

　2024年12月2日から健康保険証の新規発行が廃止されましたが、マイナンバーカードの作成・

利用は義務ではありません。マイナ保険証がなくとも、当分のあいだ資格確認書が発行されるこ

となどを医療機関から患者さんに周知することが重要となります。当協会作成のポスター・リー

フレットをぜひご活用ください。

神奈川県保険医協会神奈川県保険医協会
℡ 045‐313‐2111／ホームページ https://www.iiiryou.com/

〒221-0835  横浜市神奈川区鶴屋町2-23-2 TSプラザビルディング2階

頼れる情報提供頼れる情報提供
開業医を支える充実サポート開業医を支える充実サポート

ご入会のお申込み、お問合せは下記までご連絡ください。

保険医協会と医師会・歯科医師会の関係は?
　保険医協会の会員の多くは、同時に医師会員、歯科医師会員でもあります。医師会・歯科医師会は、定款で医道の高揚、医学　保険医協会の会員の多くは、同時に医師会員、歯科医師会員でもあります。医師会・歯科医師会は、定款で医道の高揚、医学

の発達・普及、公衆衛生の向上を目的にあげています。また、 行政の認可を受けて設立され、行政の監督を受けた社団法人です。の発達・普及、公衆衛生の向上を目的にあげています。また、 行政の認可を受けて設立され、行政の監督を受けた社団法人です。

そのため、行政関連の公衆衛生業務を主な事業としています。そのため、行政関連の公衆衛生業務を主な事業としています。

　一方、保険医協会は、保険医の生活と権利を守ることと国民の健康と医療の向上を図ることを目的にした自主的な任意団体で　一方、保険医協会は、保険医の生活と権利を守ることと国民の健康と医療の向上を図ることを目的にした自主的な任意団体で

す。そのため、保険医の要望に基づいて自由に事業や活動を行うことができます。協会は医師会・歯科医師会との協力、協働をす。そのため、保険医の要望に基づいて自由に事業や活動を行うことができます。協会は医師会・歯科医師会との協力、協働を

進めることを重視し、懇談なども行っています。進めることを重視し、懇談なども行っています。

　保険医協会では、会員向けの様々な発行物を取り扱っています。詳細は協会HP「い　保険医協会では、会員向けの様々な発行物を取り扱っています。詳細は協会HP「い

い医療ドットコム」の会員ページに掲載していますので、「どんな書籍があるのか知い医療ドットコム」の会員ページに掲載していますので、「どんな書籍があるのか知

りたい」という未入会の先生方はお電話でご確認ください。りたい」という未入会の先生方はお電話でご確認ください。

診療報酬に係る事項を網羅、保険請求テキスト 医院経営テキスト

『医院経営と雇用管理』『保険医の経営と税務』

院内掲示ポスタ―

『診察を受ける方へ』など
『保険診療の手引』

（医科）（医科）

『保険診療便覧』

（歯科）

『保険診療の研究』

（歯科）

『2024年改定の
要点と解説』 『公費負担医療等

の手引』

保険診療・医院経営の書籍で会員サポート保険診療・医院経営の書籍で会員サポート

＊ 発刊状況により発送物は一部変更になる場合があります。＊ 発刊状況により発送物は一部変更になる場合があります。下記は入会時に無料進呈！下記は入会時に無料進呈！

『メニューの多い神保軒』『神奈川糖尿病

ネットワークのご案内』

『子育て支援

　　チェックリスト』
『子育て相談

リーフレット』

『医療費相談室の

ご案内』
『もしもしこちら

医療費相談室です』

『保険診療便覧』

（診療点数早見表）

・ 医科診療報酬点数、施

設基準、告示、事務連絡

などを網羅！点数ごと

に告示と通知を掲載。

・ 見やすいカラー印刷。

・ 入会時と診療報酬改定

時に一冊無料で送付。

『歯科保険診療の研究』

・ 歯科診療報酬を項目ご

とに解説し、豊富な症

例を掲載。歯科保険診

療が理解できる！

・ 治療の流れを確認できる

フローチャートも掲載。

・ 入会時と診療報酬改定

時に一冊無料で送付。

患者さんのために※追加注文無料診療の補助に 協会紹介リーフレット
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